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序

　

大
阪
市
立
美
術
館
に
は
住
友
本
社
寄
贈
と
し
て
二
十
点
の
日
本
画
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
収
蔵
品
台
帳
に
は
昭
和
三
十
二
年
二
月
四
日
付
で
、
以
下
の
日
本

画
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

①
芸
能
譜　
　
　

中
村
貞
以　

  （
一
九
〇
〇
〜
一
九
八
二
）〈
１
２
４
４ 

以
下
収
蔵
品
番
号
〉

　
　

②
聖
苑　
　
　
　

石
崎
光
瑶 

（
一
八
八
四
〜
一
九
四
七
）〈
１
２
４
５
〉

　
　

③
絶
澗
の
夕　
　

西
山
翠
嶂 

（
一
八
七
九
〜
一
九
五
八
）〈
１
２
４
６
〉

　
　

④
秋
陽　
　
　
　

小
野
竹
喬 

（
一
八
八
九
〜
一
九
七
九
）〈
１
２
４
７
〉

　
　

⑤
朝
霧　
　
　
　

金
嶋
桂
華 

（
一
八
九
二
〜
一
九
七
四
）〈
１
２
４
８
〉

　
　

⑥
夜
桜　
　
　
　

北
野
恒
富 

（
一
八
八
〇
〜
一
九
四
七
）〈
１
２
４
９
〉

　
　

⑦
桜　
　
　
　
　

福
田
平
八
郎 

（
一
八
九
二
〜
一
九
七
四
）〈
１
２
５
０
〉

　
　

⑧
如
意
輪
観
音　

堂
本
印
象 

（
一
八
九
一
〜
一
九
七
五
）〈
１
２
５
１
〉

　
　

⑨
朝
靄　
　
　
　

榊
原
紫
峰 

（
一
八
九
七
〜
一
九
七
一
）〈
１
２
５
２
〉

　
　

⑩
千
槍
将
発　
　

菅
楯
彦 

（
一
八
七
八
〜
一
九
六
三
）〈
１
２
５
３
〉

　
　

⑪
北
政
所　
　
　

菊
池
契
月 

（
一
八
七
九
〜
一
九
五
五
）〈
１
２
５
４
〉

　
　

⑫
幽
谷
早
春　
　

水
田
竹
圃 

（
一
八
八
四
〜
一
九
五
八
）〈
１
２
５
５
〉

　
　

⑬
若
松　
　
　
　

徳
岡
神
泉 

（
一
八
九
六
〜
一
九
七
二
）〈
１
２
５
６
〉

　
　

⑭
讃
光　
　
　
　

橋
本
関
雪 

（
一
八
八
三
〜
一
九
四
五
）〈
１
２
５
７
〉

　
　

⑮
晩
秋　
　
　
　

上
村
松
園 

（
一
八
七
五
〜
一
九
四
九
）〈
１
２
５
８
〉

　
　

⑯
風　
　
　
　
　

山
口
華
楊 

（
一
八
九
九
〜
一
九
八
四
）〈
１
２
５
９
〉

　
　

⑰
出
潮　
　
　
　

梥
本
一
洋 

（
一
八
九
三
〜
一
九
五
二
）〈
１
２
６
０
〉

　
　

⑱
那
智
奉
拝　
　

矢
野
知
道
人 

（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
五
）〈
１
２
６
１
〉

　
　

⑲
松　
　
　
　
　

宇
田
荻
邨 

（
一
八
九
六
〜
一
九
八
〇
）〈
１
２
６
２
〉

　
　

⑳
山
本
元
帥　
　

中
村
大
三
郎 

（
一
八
九
八
〜
一
九
四
七
）〈
１
２
６
３
）

　

こ
れ
ら
の
作
品
の
寄
贈
を
住
友
本
社
か
ら
受
け
た
の
は
、
昭
和
十
九
年
一
月

だ
が
、
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
日
付
は
、
昭
和
三
十
二
年
の
二
月
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
阪
市
立
美
術
館
は
大
正
九
年
に
大
阪
市
議
会
で
開
設
が
認
め
ら
れ
た
が
、

昭
和
十
一
年
の
開
館
ま
で
に
は
十
数
年
の
年
月
が
か
か
っ
た
。
開
館
の
翌
年
七

月
に
は
中
華
民
国
と
の
間
で
戦
争
が
起
こ
り
、
昭
和
十
六
年
に
は
太
平
洋
戦
争

へ
突
入
し
て
い
く
混
乱
の
時
代
で
あ
る
。
国
民
全
体
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

な
か
、
昭
和
十
六
年
十
月
に
は
美
術
館
の
南
半
館
を
陸
軍
に
接
収
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
戦
況
は
次
第
に
苛
烈
に
な
り
、
美
術
館
の
事
業
は
徐
々
に
縮
小
さ
れ
て

関
西
邦
画
展
覧
会
顛
末

土
　
井
　
久 

美 

子
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い
っ
た
。
戦
争
終
結
後
は
二
年
間
に
わ
た
り
全
館
が
連
合
軍
に
接
収
さ
れ
、
収

蔵
庫
は
封
印
さ
れ
、
事
務
部
門
は
難
波
の
精
華
小
学
校
に
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
戦
中
戦
後
の
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
な
か
で
寄
贈
作
品
の
館
藏
品
台
帳
記

載
作
業
も
滞
っ
て
お
り
、
開
館
後
二
十
年
を
迎
え
た
頃
に
漸
く
戦
中
戦
後
の
混

乱
期
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
の
台
帳
記
入
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
寄

贈
年
日
が
昭
和
三
十
二
年
と
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
時
点
で
既
に
財
閥
解
体
に

よ
り
消
滅
し
て
い
た
住
友
本
社
の
名
称
が
寄
贈
者
名
と
し
て
記
さ
れ
る
と
い
う

奇
妙
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。

　

冒
頭
の
作
品
の
寄
贈
の
契
機
と
な
っ
た
「
関
西
邦
畫
展
覧
会
」（
以
下
邦
画

と
表
記
す
る
）
の
開
催
の
い
き
さ
つ
と
、
出
品
作
品
の
制
作
過
程
、
寄
贈
の
期

日
な
ど
、
展
覧
会
と
寄
贈
に
関
わ
る
概
略
は
村
松
寛
氏
の
著
作
な
ど
に
よ
っ
て

知
ら
れ
て
お
り
、
大
阪
市
立
美
術
館
の
五
十
年
史
に
も
記
さ
れ
て
い
る（

１
）。
し
か

し
当
館
の
戦
前
戦
中
の
書
類
の
大
半
は
殆
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
詳
細

に
つ
い
て
は
村
松
氏
の
著
作
や
伝
聞
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た（

２
）。

　

と
こ
ろ
が
、
住
友
史
料
館
に
は
、「
関
西
邦
画
展
覧
会
」
開
催
の
資
金
提
供

者
で
あ
る
住
友
本
社
の
立
場
か
ら
見
た
展
覧
会
開
催
の
経
緯
を
う
か
が
う
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
展
覧
会
開
催
の
経
緯
、
作
品
制
作

の
実
際
、
寄
贈
ま
で
の
顛
末
な
ど
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
そ
の

概
要
を
紹
介
す
る（

３
）。

一
、
朝
日
新
聞
に
よ
る
展
覧
会
開
催
の
提
案　

昭
和
十
七
年
二
月

　

昭
和
十
七
年
二
月
二
十
五
日
、朝
日
新
聞
大
阪
本
社
業
務
局
長
の
天
野
四
郎
、

参
事
の
木
村
己
之
吉
両
氏
が
大
阪
の
住
友
本
社
を
訪
れ
、
北
澤
敬
次
郎
常
務
理

事
に
「
大
東
亜
戦
記
念
作
品
画
援
助
買
い
上
げ
に
つ
い
て
」
の
申
し
入
れ
が
な

さ
れ
た
。
住
友
本
社
の
記
録
（
❶
）
に
よ
る
と
、
そ
の
企
画
の
当
初
案
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た（

４
）。

（
一
）  

京
都
画
壇
を
中
心
に
各
画
塾
の
文
展
無
鑑
査
以
上
の
画
家
を
四
十
名
選

抜
し
、
大
東
亜
戦
最
中
に
於
け
る
時
代
的
感
激
を
後
世
に
伝
え
る
作
品

の
制
作
を
依
頼
す
る
。

（
二
）
作
品
を
篤
志
家
に
十
五
万
円
で
買
い
上
げ
て
も
ら
う
。

（
三
）  

画
伯
た
ち
が
得
た
揮
毫
料
十
五
万
円
を
、
画
家
の
名
前
で
朝
日
新
聞
社

提
唱
に
よ
り
軍
用
機
献
納
資
金
と
し
て
拠
出
す
る
。

（
四
）  

作
品
は
朝
日
新
聞
社
主
催
で
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
、
福
岡

で
一
般
に
展
覧
し
た
後
、
作
品
を
引
き
受
け
た
篤
志
家
の
名
義
で
適
当

な
美
術
館
等
に
一
括
寄
贈
す
る
。

　

つ
ま
り
朝
日
新
聞
は
作
品
を
買
い
上
げ
る
篤
志
家
の
役
割
を
住
友
家
に
依
頼

し
た
の
だ
。
依
頼
金
額
は
十
七
万
円
で
、
内
訳
は
前
述
の
軍
用
機
資
金
献
納
費

（
十
五
万
円
）、
表
装
及
び
保
管
装
備
費
（
一
万
円
）、
作
品
画
の
原
色
刷
出
版

費
（
一
万
円
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
申
し
入
れ
に
対
し
北
澤
は
総
理
事
古
田
俊
之

助
と
元
常
務
理
事
で
歌
人
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
川
田
順
の
意
見
を
聞
い
た
上

で
意
義
が
あ
る
と
判
断
し
、
家
長
住
友
吉
左
衛
門
の
許
可
を
得
た
。
北
澤
は
三

月
十
二
日
に
再
訪
し
た
朝
日
新
聞
社
刀
禰
館
正
雄
、
天
野
四
郎
、
木
村
己
之
吉

の
三
氏
に
受
諾
の
返
答
を
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
住
友
側
は
条
件
と
し
て
展
覧
会
終
了
ま
で
は
寄
付
者
が
住
友
で
あ
る

こ
と
を
発
表
し
な
い
こ
と
、
展
覧
会
後
に
住
友
が
引
き
取
っ
た
作
品
の
贈
呈
作

と
し
て
は
大
阪
美
術
館
（
当
館
）
を
希
望
す
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
し
て
美
術
館

に
作
品
を
寄
贈
す
る
時
に
は
大
阪
市
長
と
美
術
館
館
長
が
、
寄
贈
申
し
込
み
の

時
に
は
朝
日
新
聞
社
の
幹
部
が
住
友
側
と
と
も
に
立
ち
会
う
こ
と
、
図
録
は
相

当
数
住
友
に
お
さ
め
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
展
覧
会
の
諸
費
用
は
朝
日
新
聞
が

負
担
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た（

５
）。



─ 45 ─

　

以
下
に
記
し
た
も
の
が
初
回
の
訪
問
に
関
す
る
決
裁
書
類
に
付
さ
れ
て
い
た

展
覧
会
の
要
項
（
資
料
一
）
で
あ
る
。

資
料
一　
「
大
東
亜
戦
に
際
し
て
美
術
文
化
の
保
存
と
軍
用
機
献
納
」

 

（
※
以
下
資
料
は
旧
仮
名
遣
い
を
一
部
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
）

　

京
都
画
壇
を
中
心
に
各
画
塾
の
指
導
者
に
よ
り
て
そ
の
画
塾
よ
り
文
展
無
鑑
査
以
上
を

選
抜
し
約
四
十
名
前
後
の
画
伯
に
、
大
東
亜
戦
争
最
中
の
日
本
に
於
て
、
各
画
伯
の
こ
の

時
代
的
感
激
を
後
世
に
残
す
事

一
、  

各
画
塾
よ
り
若
干
の
委
員
に
よ
り
て
画
面
の
寸
法
、
制
作
期
日
、
展
覧
会
、
出
版
、

軍
用
機
寄
託
等
の
協
議
を
な
す

二
、
参
加
団
体

　

竹
杖
会
、
菊
池
画
塾
、
早
苗
会
、
東
丘
社
、
等
（
青
甲
社
を
追
加
と
メ
モ
書
き
）

　

  

栖
鳳
、
契
月
、
翠
嶂
、
曼
舟
、
関
雪
、
松
園
、
印
象
、
平
八
郎
、
荻
邨
、
桂
華
、
竹
圃
、

大
三
郎
、
紫
峰
、
神
泉
、
一
洋
、
知
道
人
、
恵
一
、
光
瑤
、
竹
喬
、
華
楊
、
微
笑
、
硯
山
、

遙
村
、
春
浦
、
守
明
、
鉄
山
、
十
糸
子
、
晁
勢
、
松
篁
、
二
峯
、
倉
丘
、
楯
彦
、
不
矩
、

阿
古
、
各
画
伯
（
６
）

　

京
都
画
壇
代
表
作
家
全
部
網
羅

三
、
大
東
亜
戦
記
念
作
品
の
展
開

　

 

制
作
は
各
画
伯
の
傑
作
に
て
、
人
物
、
風
観
、
花
鳥
、
其
他
あ
り
、
こ
れ
等
作
品
を
朝

日
新
聞
社
主
催
下
に
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
、
福
岡
に
て
展
覧
会
を
催
す

四
、
全
作
品
の
原
色
出
版

　

 

制
作
々
品
に
対
し
て
揮
毫
者
の
一
首
を
加
へ
更
に
各
画
塾
の
説
明
等
既
述
し
、
作
品
画

は
全
部
京
都
便
利
堂
に
て
原
色
刷
出
版
と
す
る

五
、
全
作
品
の
引
受
者

　

 

約
四
十
点
の
記
念
作
品
に
対
し
て
、
金
十
七
万
円
の
寄
贈
者
に
作
品
全
部
を
贈
呈
す
る
、

作
品
贈
呈
せ
ら
れ
た
方
は
更
に
そ
の
人
の
氏
名
を
以
つ
て
美
術
館
か
神
宮
、
神
社
か
記

念
館
か
に
一
括
し
て
寄
贈
し
、
一
般
公
共
の
展
観
に
供
す
る

六
、
金
十
七
万
円
使
途

　

一
金
十
五
万
円　

軍
用
機
資
金
献
納
、
各
画
伯
氏
名
に
て

　

一
金
一
万
円　
　

表
装
及
保
管
装
備
費

　

一
金
一
万
円　
　

出
版
費
、
但
し
補
助
と
し
て
便
利
堂
に
与
へ
二
百
冊
を
無
料
提
供

　

金
十
五
万
円
は
各
記
号
画
伯
氏
名
に
て
朝
日
新
聞
へ
軍
用
機
資
金
と
し
て
寄
託
す
る
事

七
、
資
金
提
供
者
及
揮
毫
者

　

 

金
十
七
万
円
提
供
者
は
、
今
日
の
美
術
を
後
世
に
残
し
、
更
に
そ
の
揮
毫
者
を
通
じ
て

軍
用
機
献
納
資
金
に
協
力
援
助
せ
し
事
に
な
り
一
石
二
鳥
策
で
あ
る

　

 

ま
た
揮
毫
者
も
後
世
に
こ
の
時
代
の
芸
術
を
幾
百
年
に
伝
へ
併
せ
て
各
画
伯
の
努
力
が

軍
用
機
と
な
っ
て
お
国
に
捧
げ
る
こ
と
に
な
る

 

以
上

二
、
展
覧
会
企
画
内
容
の
変
更
の
打
診　

昭
和
十
七
年
七
月
二
十
三
日

　

四
十
名
の
京
都
画
壇
の
作
家
に
作
画
を
依
頼
、
完
成
し
た
作
品
に
対
し
て
、

篤
志
家
で
あ
る
住
友
が
買
い
取
り
、
そ
の
揮
毫
料
を
画
家
が
軍
用
機
献
納
資
金

と
し
て
寄
付
す
る
と
し
て
出
発
し
た
朝
日
新
聞
の
事
業
は
半
年
後
に
新
た
な
展

開
を
迎
え
た
こ
と
が
七
月
二
十
三
日
の
住
友
本
社
の
寄
付
に
関
す
る
四
二
九
号

の
決
裁
（
❷
）
か
ら
わ
か
る
。

　

七
月
三
日
、
朝
日
新
聞
常
任
監
査
役
の
刀
禰
館
正
雄
、
理
事
朝
倉
斯
道
、
業

務
局
長
天
野
四
郎
三
氏
が
住
友
本
社
北
澤
常
務
理
事
を
訪
ね
、
情
勢
が
変
わ
っ

た
の
で
い
く
つ
か
の
点
を
変
更
し
た
い
と
申
し
入
れ
た
の
だ
。
最
も
大
き
な
変

更
点
は
住
友
本
社
が
寄
付
し
た
十
五
万
円
の
行
き
先
で
あ
る
。
当
初
は
軍
用
機

献
納
資
金
と
し
て
画
家
自
ら
が
寄
付
す
る
こ
と
が
揮
毫
の
条
件
に
な
っ
て
い
た



─ 46 ─

が
、
そ
れ
を
取
り
や
め
絵
具
代
と
し
て
画
家
に
渡
す
と
い
う
こ
と
が
申
し
入
れ

ら
れ
た
。

　

そ
の
理
由
は
朝
日
新
聞
社
と
画
家
と
の
交
渉
の
結
果
に
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、

画
家
は
「
彩
管
報
国
」
の
機
会
が
多
く
な
り
、甚
だ
し
い
場
合
は
一
人
で
十
四
、

五
枚
も
揮
毫
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
も
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
は
と
て
も
描
け

な
い
と
い
わ
れ
た
と
い
う
の
だ
。
そ
こ
に
は
画
家
の
言
葉
と
し
て
、「
真
実
の

気
持
ち
を
吐
露
せ
ば
飽
き
飽
き
し
て
も
う
沢
山
と
の
連
中
多
し
」
と
い
う
文
言

ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
か
け
て
の
間
、
彩
管
（
絵
筆
）
を
と
っ
て
、

国
に
尽
く
す
と
い
う
「
彩
管
報
国
」
の
名
の
も
と
に
、
画
家
た
ち
は
多
く
の
戦

争
画
を
制
作
し
た
。
後
に
関
西
邦
画
展
覧
会
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に

な
る
こ
の
展
覧
会
も
、
冒
頭
の
企
画
書
に
よ
れ
ば
。
当
初
は
大
東
亜
戦
記
念
作

画
展
覧
会
と
い
う
仮
称
の
も
と
に
、
朝
日
新
聞
が
企
画
し
た
も
の
だ
っ
た
。
同

様
の
戦
争
と
関
連
す
る
美
術
展
覧
会
が
、
国
そ
し
て
軍
関
係
の
美
術
団
体
、
あ

る
い
は
新
聞
社
の
後
援
や
主
催
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
い
わ
ゆ
る

戦
争
美
術
展
が
作
家
に
と
っ
て
は
作
品
発
表
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
時
下
で
は
朝
日
新
聞
も
多
く
の
戦
争
美
術
展
を
企
画
し
て
お
り
、
こ
の
展
覧

会
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。一
方
、絵
具
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

画
家
た
ち
は
極
め
て
過
酷
な
制
作
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
も
は
や

こ
の
時
期
で
は
無
償
で
大
作
を
仕
上
げ
る
余
裕
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る（
７
）。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
展
覧
会
は
中
止
の
方
向
に
向
か

わ
は
か
っ
た
。
飛
行
機
献
納
資
金
と
し
て
全
額
の
寄
付
を
条
件
と
す
る
こ
と
を

諦
め
、
朝
日
新
聞
社
の
文
化
事
業
と
し
て
「
大
東
亜
戦
争
の
感
激
を
後
世
に
遺

す
傑
作
」
を
展
示
す
る
た
め
画
家
に
協
力
を
懇
願
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
変
更
点
は
画
家
の
選
定
で
あ
っ
た
。
当
初
は
画
塾
を
中
心
と
し

て
新
進
画
伯
を
含
め
た
四
十
名
前
後
の
制
作
者
を
予
定
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ

れ
を
半
分
で
あ
る
二
十
一
名
に
減
ら
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
理
由
と
し
て
は

「
将
来
画
才
の
一
段
と
伸
び
る
新
進
画
家
に
於
い
て
は
そ
の
本
人
自
身
が
将
来

自
分
の
画
に
対
し
顧
み
て
忸
怩
た
る
も
の
あ
る
や
も
図
ら
れ
ず
、
斯
く
て
は
不

面
白
次
第
に
付
き
此
の
懸
念
無
き
を
保
し
画
塾
中
心
主
義
を
取
り
や
め
既
成
大

家
の
み
の
大
物
主
義
に
改
め
度
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
三
番
目
の
変
更
点
は
当
初
は
事
前
に
作
品
買
い
上
げ
者
が
住
友
で
あ

る
こ
と
を
制
作
す
る
画
家
た
ち
に
通
知
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
展
覧

会
終
了
後
に
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
住
友
が
大
阪
市
立
美
術
館

へ
寄
贈
す
る
こ
と
を
事
前
に
画
伯
が
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
画
心
を
傷
つ
け
る
こ

と
を
懸
念
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
ふ
ま
え
て
、
揮
毫
を
依
頼
す
る
画
家
と
し
て
名
が
あ
が

っ
た
の
は
、
竹
内
栖
鳳
、
菊
池
契
月
、
西
山
翠
嶂
、
川
村
曼
舟
、
橋
本
関
雪
、

上
村
松
園
、
堂
本
印
象
、
宇
田
荻
邨
、
福
田
平
八
郎
、
金
嶋
桂
華
、
中
村
大
三

郎
、
榊
原
紫
峰
、
徳
岡
神
泉
、
小
野
竹
喬
、
矢
野
知
道
人
、
石
崎
光
瑶
、
水
田

竹
圃
、
山
口
華
楊
、
管
楯
彦
、
北
野
恒
富
、
吉
田
秋
光
の
二
十
一
名
で
あ
っ
た（

８
）。

三
、
展
覧
会
開
催
一
ヶ
月
前
の
中
間
報
告　

昭
和
十
八
年
四
月
二
十
日

　

四
月
二
十
日
、
朝
日
新
聞
社
の
業
務
局
長
天
野
四
郎
氏
と
編
集
局
次
長
朝
倉

斯
道
氏
、
企
画
部
長
平
井
常
次
郎
氏
が
「
大
東
亜
戦
争
記
念
作
画
展
」
の
中
間

報
告
の
た
め
、
住
友
本
社
の
北
澤
常
務
の
も
と
を
訪
れ
た
。
昭
和
十
八
年
四
月

二
十
六
日
の
報
告
書
（
❸
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
七
年
の
十
一
月
二
十
八
日
、

朝
日
新
聞
社
の
村
山
社
長
が
京
都
岡
崎
の
料
亭
つ
る
家
に
揮
毫
予
定
の
画
家
を

集
め
た
お
り
、作
品
制
作
の
締
め
切
り
、搬
入
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
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了
承
が
得
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
一
） 

題
材　
　

  

戦
争
そ
の
も
の
に
拘
泥
せ
ず
各
自
の
最
も
得
意
と
す
る
も
の

を
制
作
す
る
こ
と
。

（
二
）
大
き
さ　

文
展
出
品
を
目
標
と
し
、
そ
れ
以
上
は
可
。

（
三
）
完
成　
　

五
月
二
十
日
ま
で

（
四
）
搬
入　
　

五
月
二
十
一
日

　

と
こ
ろ
が
、
締
め
切
り
ま
で
後
一
ヶ
月
と
い
う
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制

作
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
再
読
督
促
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た

当
初
揮
毫
を
予
定
し
て
い
た
竹
内
栖
鳳
と
川
村
曼
舟
が
逝
去
し
た
た
め
、
二
十

一
名
の
予
定
が
十
九
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
山
口
華
楊
か
ら
推
薦

の
あ
っ
た
梥
本
一
洋
を
加
え
二
十
名
と
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
展
覧
会
の
会
期
は
大
阪
が
六
月
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
京
都
は
六

月
十
九
日
よ
り
二
十
三
日
ま
で
、
七
月
に
入
っ
て
か
ら
東
京
に
巡
回
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
点
で
の
揮
毫
予
定
者
を
記
し
た

資
料
（
資
料
二
）
が
朝
日
新
聞
か
ら
住
友
側
に
と
ど
け
ら
れ
た
。

資
料
二　

  「
関
西
日
本
画
段
大
家
動
員　

美
術
文
化
顕
揚
運
動
構
図
表
」 

 

※
（
）
は
鉛
筆
書
き

（
１
）
北
野
恒
富
画
伯
（
既
に
着
手
し
居
れ
り
）

　
　
　

 

題
未
定　

二
曲
半
双　

朧
月
夜
の
も
と
桜
華
爛
漫
た
る
中
に
若
き
女
性
が
雪
洞
に

灯
を
入
れ
て
い
る
図

（
２
）
山
口
華
楊
画
伯
（
出
世
作
牛
の
向
ふ
を
張
る
も
の
）

　
　
　

豹　

二
曲
半
双

（
３
）
小
野
竹
喬
画
伯
（
三
年
超
の
力
作
最
後
の
仕
上
げ
に
努
力
中
）

　
　
　

秋
陽　

二
曲
半
双

（
４
）
金
嶋
桂
華
画
伯

　
　
　

未
定
題　

二
曲
一
双　

花
鳥
を
描
く

（
５
）
宇
田
荻
邨
画
伯

　
　
　

題
未
定　

二
曲
半
双　

桜
を
描
く

（
６
）
梥
本
一
洋
画
伯

　
　
　

題
未
定　

八
尺
二
枚
折
（
八
尺
に
六
尺
）
風
景
を
描
く

（
７
）
上
村
松
園
女
史

　
　
　

題
未
定　
　

縦
物
（
三
尺
に
五
尺
）
美
人
画

（
８
）
水
田
竹
圃
画
伯

　
　
　

題
未
定　

横
八
尺　

縦
八
尺　

春
の
宇
治
を
描
く

（
９
）
石
崎
光
瑶
画
伯

　
　
　

題
未
定　

横
四
尺　

縦
七
尺　

花
鳥
を
描
く

（
10
）
西
山
翠
嶂
画
伯

　
　
　

題
未
定　

二
曲
半
双　

花
鳥
を
描
く

（
11
）
福
田
平
八
郎
画
伯

　
　
　

題
未
定　

二
曲
半
双　
　

鴛
鴦
を
描
く

（
12
）  

榊
原
紫
峰
画
伯
（
最
初
商
品
と
予
定
し
居
り
た
る
模
様
な
る
も
、
他
画
伯
が
大
も

の
な
る
を
聞
き
て
こ
れ
丈
の
大
き
さ
の
も
の
に
し
た
経
緯
あ
り
）

　
　
　

題
未
定　

縦
四
尺　

横
三
尺　

花
鳥
を
描
く

（
13
）
中
村
大
三
郎
画
伯
（
最
近
は
人
物
を
画
き
居
れ
り
）

　
　
　

題
未
定　

二
曲
半
双
乃
至
一
双　

国
民
精
神
作
興
を
企
画
し
孝
明
天
皇
を
描
き
奉
る

（
14
）
矢
野
知
道
人
画
伯

　
　
　

那
智
の
瀧　

縦
九
尺　

横
六
尺

（
15
）
管
楯
彦
画
伯

　
　
　

題
未
定　

二
曲
一
双　

戦
国
時
代
の
武
者
か
又
は
風
俗
画
を
描
く
菊
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（
16
）
菊
池
景
月
画
伯
（
気
品
あ
り
、
傑
作
と
な
ら
ん
）

　
　
　

題
未
定　

二
曲
半
双　

風
俗
画
を
描
く

（
17
）
中
村
貞
以
画
伯
（
着
手
し
居
れ
り
）

　
　
　

題
未
定　

二
曲
一
双　

両
親
の
前
で
子
ど
も
が
舞
の
稽
古
を
し
て
い
る
図
柄

（
18
）
堂
本
印
象
画
伯
（
原
画
完
成
し
あ
り
）

　
　
　

題
未
定　

二
曲
一
双
乃
至
六
曲
片
双　

仏
画
を
描
く

（
19
）
徳
岡
神
泉
画
伯

　
　
　

題
未
定　

二
曲
一
双
乃
至
六
曲
片
双　

花
鳥
を
描
く

（
20
）
橋
本
関
雪
画
伯
（
３
／
22
北
京
へ
出
発
旅
行
に
出
か
け
た
る
由
）

　
　
　

  

題
名
及
び
寸
法
は
未
定
な
る
も
本
年
三
月
志
那
旅
行
に
よ
っ
て
収
穫
せ
る
も
の
に

画
材
を
採
っ
て
大
作
を
描
く

　

以
上
が
締
め
切
り
を
一
ヶ
月
後
に
控
え
た
四
月
二
十
日
に
朝
日
新
聞
側
が
持

参
し
た
作
画
の
進
捗
状
況
の
概
要
で
あ
る
。
画
家
た
ち
の
制
作
が
全
く
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
大
東
亜
戦
記
念
作
品
画
展
覧
会
延
期
の
報
告

 

　

昭
和
十
八
年
六
月
一
日

　

昭
和
十
八
年
六
月
八
日
付
の
書
類
（
❹
）
に
よ
れ
ば
、
作
画
の
締
め
切
り
が

五
月
二
十
日
、
搬
入
が
翌
二
十
一
日
、
そ
し
て
大
阪
市
立
美
術
館
に
お
け
る
展

覧
会
の
開
催
が
六
月
九
日
か
ら
と
予
定
さ
れ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
展
覧
会
開
催
の
約
一
週
間
前
に
あ
た
る
六
月
一
日
に
な
っ
て
、
朝
日
新
聞
企

画
局
次
長
で
あ
り
、
大
阪
本
社
企
画
部
長
を
兼
務
す
る
平
井
常
次
郎
氏
が
住
友

本
社
に
来
訪
し
た
。
突
如
の
来
訪
で
あ
っ
た
の
か
北
澤
常
務
理
事
が
不
在
で
あ

り
、
応
対
し
た
庶
務
課
員
野
口
氏
に
、
朝
日
新
聞
側
は
大
阪
市
立
美
術
館
で
六

月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
展
覧
会
の
延
期
を
願
い

出
た
。

　

延
期
の
理
由
と
し
て
は
山
口
華
楊
が
南
方
に
従
軍
の
た
め
出
発
す
る
こ
と
、

竹
内
栖
鳳
の
遺
作
展
が
高
島
屋
で
開
催
中
で
あ
る
た
め
、
作
品
が
借
り
ら
れ
な

い
こ
と
。
そ
し
て
美
術
報
国
会
結
成
の
準
備
の
た
め
に
多
く
の
画
家
が
時
間
を

割
か
れ
、
作
品
が
完
成
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た（

９
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
作
品
の
締
め
切
り
を
二
ヶ
月
、七
月
二
十
日
ま
で
延
期
し
、

展
覧
会
は
九
月
一
日
か
ら
開
催
、
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
作
品
は
美
術
館

で
保
管
す
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
っ
た
。

五
、
戦
時
文
化
発
揚
「
関
西
邦
画
展
覧
会
」
会
期
再
度
変
更

 

　

昭
和
十
八
年
八
月
三
十
日

　

昭
和
十
八
年
八
月
三
十
一
日
の
報
告
書
（
❺
）
に
よ
れ
ば
、
一
旦
九
月
一
日

に
開
催
を
二
ヶ
月
延
期
し
た
展
覧
会
で
あ
る
が
さ
ら
に
再
度
の
延
期
が
告
げ
ら

れ
た
。

　

八
月
三
十
日
に
な
っ
て
朝
日
新
聞
者
企
画
局
次
長
平
井
常
次
郎
氏
が
北
澤
専

務
理
事
を
展
覧
会
の
招
待
状
百
枚
（
資
料
三
）
を
持
参
し
て
来
訪
。
作
品
完
成

の
都
合
に
よ
り
大
阪
の
会
期
を
九
月
一
日
か
ら
九
月
六
日
に
延
期
、
六
日
か
ら

十
四
日
ま
で
の
九
日
間
に
変
更
し
た
い
の
で
了
解
を
得
た
い
と
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
企
画
を
運
営
す
る
朝
日
新
聞
と
会
場
と
な
っ
た
大
阪
市
立

美
術
館
の
間
で
は
様
々
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
こ
う

し
た
急
な
変
更
、
そ
し
て
出
資
者
に
そ
れ
が
直
近
に
告
げ
ら
れ
る
と
い
う
事
態

は
現
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
こ
の
書
類
に
添
付
さ
れ
た
展
覧
会
の
招
待
状
の
文
面
に
よ

っ
て
、
展
覧
会
の
正
式
名
称
が
「
戦
時
文
化
発
揚
関
西
邦
画
展
覧
会
」
と
決
ま
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っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

資
料
三　
「
戦
時
文
化
発
揚
関
西
邦
画
展
覧
会
」
招
待
状

　

謹
啓　

愈
よ
御
清
栄
の
段
お
慶
び
申
上
げ
ま
す

　
　

陳
者
今
般
本
社
主
催
の
下
に
先
の
通
り
『
戦
時
文
化
発
揚
関
西
邦
画
展
覧
会
』

　
　

を
開
催
致
し
ま
す
。
本
展
覧
会
は
大
東
亜
戦
争
下
に
お
け
る
日
本
画
の
至
高

　
　

な
る
水
準
を
示
し
こ
れ
を
一
括
し
て
永
久
に
後
世
に
伝
ふ
べ
く
特
に
関
西
画

　
　

壇
の
大
家
二
十
氏
に
依
嘱
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
各
画
伯
は
皇
軍
の
大

　
　

戦
果
に
対
す
る
火
の
如
き
感
激
を
率
直
真
摯
に
そ
の
芸
術
に
盛
上
げ
た
最
高

　
　

級
の
作
品
を
制
作
、
決
戦
下
日
本
文
化
の
逞
し
い
一
面
を
十
分
に
発
揮
せ
る

　
　

も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
、
何
卒
御
家
族
御
同
伴
御
鑑
賞
の
栄
を
賜
は
り
度

　
　

右
御
案
内
申
上
げ
ま
す

　
　
　

昭
和
十
八
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
社

　
　
　

九
月
六
日
よ
り
十
四
日
ま
で　
　
　

大
阪
市
立
美
術
館

　
　
　

同
二
十
に
日
よ
り
二
十
八
日
ま
で　

大
礼
記
念　

京
都
美
術
館

　
　
　

揮
毫
画
伯
（
五
十
音
順
）
石
崎
光
瑶　

上
村
松
園　

宇
田
荻
邨　

小
野
竹

　
　
　

喬　

金
嶋
桂
華　

菊
池
契
月　

北
野
恒
富　

榊
原
紫
峰　

菅
縦
彦　

堂
本

　
　
　

印
象　

徳
岡
神
泉　

中
村
大
三
郎　

中
村
貞
以　

西
山
翠
嶂　

橋
本
関
雪

　
　
　

福
田
平
八
郎　

松
本
一
洋　

水
田
竹
圃　

山
口
華
楊　

矢
野
知
道
人

　

ま
た
、
展
示
作
品
リ
ス
ト
（
資
料
四
）
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

資
料
四　
「
戦
時
文
化
発
揚
関
西
邦
画
展
覧
会
」
大
阪
・
京
都
展
展
示
リ
ス
ト
１

 

※
（
）
内
は
鉛
筆
書
き

　
　

戦
時
文
化
発
揚

　
　
　
　

関
西
邦
画
展
覧
会

昭
和
十
八
年
九
月
六
日
よ
り
十
四
日
ま
で　
　
　
　

大
阪
市
立
美
術
館

同　
　
　
　

九
月
二
十
二
日
よ
り
二
十
八
日
ま
で　

大
礼
記
念
京
都
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
催　

朝
日
新
聞
者

　
　
　
　

目
録
（
五
十
音
順
）

聖　

苑　
　
　

石
崎
光
瑶

讃　

光　
　
　

橋
本
関
雪　
　
　
　
（
搬
入
済
み
）

絶
澗
の
夕　
　

西
山
翠
嶂

如
意
輪
観
音　

堂
本
印
象

若　

松　
　
　

徳
岡
神
泉

秋　

陽　
　
　

小
野
竹
喬

晩　

秋　
　
　

上
村
松
園　
　
　
　
（
８
日
）

野　

鶴　
　
　

金
嶋
桂
華　
　
　
　
（
６
日
）

山
本
元
帥　
　

中
村
大
三
郎　
　
　
（
６
日
）

藝
能
符　
　
　

中
村
貞
以　
　
　
　
（
７
日
）

松　
　
　
　
　

宇
田
荻
邨

那
智
奉
拝　
　

矢
野
知
道
人　
　
　
（
搬
入
済
み
）

（
南
方
従
軍
中
に
つ
き
出
品
延
期
）
山
口
華
楊

出　

潮　
　
　

松
本
一
洋　
　
　
　
（
搬
入
済
み
）

櫻　
　
　
　
　

福
田
平
八
郎

朝　

靄　
　
　

榊
原
紫
峰　
　
　
　
（
10
日
）
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北
政
所　
　
　

菊
池
契
月　
　
　
　
（
６
日
）

夜　

櫻　
　
　

北
野
恒
富　
　
　
　
（
搬
入
済
み
）

幽
谷
早
春　
　

水
田
竹
圃　
　
　
　
（
搬
入
済
み
）

千
槍
将
発　
　

菅　

楯
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　

作
品
リ
ス
ト
案
に
記
さ
れ
た
（
）
内
の
鉛
筆
書
き
の
表
記
に
よ
り
、
八
月
三

十
日
ま
で
に
搬
入
さ
れ
た
作
品
が
橋
本
関
雪
、
矢
野
知
道
人
、
梥
本
一
洋
、
北

野
恒
富
、
水
田
竹
圃
の
五
点
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
六
日
か
ら
の
会
期
に

も
関
わ
ら
ず
、
六
日
の
搬
入
予
定
者
が
金
嶋
桂
華
、
中
村
大
三
郎
、
菊
池
契
月

の
三
人
で
あ
り
、
七
日
に
中
村
貞
以
、
八
日
に
上
村
松
園
、
十
日
に
榊
原
紫
峰

が
搬
入
予
定
と
あ
る
も
の
の
、
九
人
の
画
家
に
つ
い
て
は
予
定
が
未
定
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
山
口
華
楊
は
南
方
に
従
軍
中
で
あ
る
た
め
実
質
的

に
会
期
に
間
に
あ
わ
な
い
の
だ
が
、
残
る
八
人
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

六
、
関
西
邦
画
展
覧
会
の
出
品
状
況
に
つ
い
て

 

　

昭
和
十
八
年
九
月
二
十
一
日

　

さ
て
結
局
、
関
西
邦
画
展
覧
会
は
昭
和
十
八
年
、
九
月
六
日
か
ら
十
四
日
ま

で
大
阪
市
立
美
術
館
で
、
続
い
て
九
月
二
十
二
日
よ
り
二
十
八
日
ま
で　

大
礼

記
念
京
都
美
術
館
で
、
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
京
都
展
が
終
了
す
る
前
日
に
あ

た
る
九
月
二
十
一
日
、
住
友
本
社
に
朝
日
新
聞
者
企
画
局
次
長
の
平
井
常
次
郎

氏
よ
り
電
話
に
よ
る
報
告
が
あ
り
（
❻
）、
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
十
点
の
出
品

予
定
作
品
の
う
ち
十
五
点
が
展
示
さ
れ
た
。
大
阪
会
場
に
出
品
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
山
口
華
楊
の
作
品
と
、「
北
政
所
」（
菊
池
契
月
）、「
桜
」（
福
田
平
八
郎
）、

「
朝
靄
」（
榊
原
紫
峰
）、「
千
槍
将
発
」（
菅
楯
彦
）
の
五
点
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、菊
池
契
月
の
作
品
は
京
都
展
の
開
会
前
日
で
あ
る
二
十
一
日
に
、

福
田
平
八
郎
と
榊
原
紫
峰
は
満
足
す
る
も
の
が
描
け
な
か
っ
た
の
で
出
品
を
容

赦
願
い
た
い
と
の
申
し
出
で
が
あ
り
、
そ
の
た
め
現
在
激
励
中
で
あ
る
と
の
こ

と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
菅
楯
彦
は
神
経
痛
で
療
養
中
に
つ
き
大
阪
会
場
に
来
場

し
た
が
、
出
品
は
当
分
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
か
ら
結
局
「
関
西
邦
画
展
覧
会
」
大
阪
会
場
で
は
二
十
点
の

う
ち
十
五
点
が
、
京
都
会
場
に
は
十
六
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
添
付
さ
れ
て
い
る
修
正
さ
れ
た
目
録
（
資
料
五
）
を
掲
出
し
て
お
く）

10
（

。

資
料
五　
「
戦
時
文
化
発
揚
関
西
邦
画
展
覧
会
」
大
阪
・
京
都
展
展
示
リ
ス
ト
２

　
　
　
　

目
録
（
五
十
音
順
）　

※
（　

）
内
は
鉛
筆
書

聖　

苑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
崎
光
瑶

讃　

光　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
関
雪

絶
澗
の
夕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
翠
嶂

如
意
輪
観
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堂
本
印
象

若　

松
（
未
完
成
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
岡
神
泉

秋　

陽
（
加
筆
予
定
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
竹
喬

晩　

秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村
松
園

野　

鶴
（
加
筆
予
定
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
嶋
桂
華

山
本
元
帥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
大
三
郎

藝
能
符　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
貞
以

松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
荻
邨

那
智
奉
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野
知
道
人

　
　
（
南
方
従
軍
中
に
つ
き
出
品
延
期
）　　
　
　

山
口
華
楊
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出　

潮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
一
洋

櫻
（
京
都
出
品
の
予
定　

大
阪
未
出
品
）　
　
　

福
田
平
八
郎

朝　

靄
（
京
都
出
品
の
予
定　

大
阪
未
出
品
）　

榊
原
紫
峰

北
政
所
（
京
都
出
品
の
予
定　

大
阪
未
出
品
）　

菊
池
契
月

夜　

櫻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野
恒
富　
　

搬
入
済
み

幽
谷
早
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
田
竹
圃　
　

搬
入
済
み

千
槍
将
発
（
京
都
に
間
に
合
わ
な
い
見
込
み
大
阪
未
出
品
）　

菅　

楯
彦

七
、
関
西
邦
画
展
図
録
に
関
す
る
こ
と　

昭
和
十
八
年
九
月
二
十
七
日

　

さ
て
、
京
都
展
が
終
わ
る
前
日
の
九
月
二
十
七
日
、
朝
日
新
聞
企
画
部
小
川

氏
か
ら
住
友
本
社
に
電
話
が
入
る
（
❼
）。
当
初
は
原
色
版
で
作
成
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
便
利
堂
に
訪
ね
た
と
こ
ろ
原
色
版
で
は
期
日
ま
で
に
で
き
る
見

込
み
が
た
た
な
い
、
単
色
コ
ロ
タ
イ
プ
版
で
あ
れ
ば
来
年
の
六
月
ま
で
に
で
き

る
と
い
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
住
友
側
は
費
用
を
提
供
す
る
も
の
の
、

朝
日
新
聞
の
企
画
な
の
で
、
指
図
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か

し
展
覧
会
の
延
期
や
、
京
都
で
の
展
覧
会
会
期
が
終
了
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

従
軍
し
て
い
る
山
口
華
楊
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
ま
だ
三
点
の
作
品
が
出
品

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
続
い
て
起
こ
っ
て
い
る
。
朝
日
新
聞
で

あ
る
か
ら
と
信
頼
を
以
て
援
助
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
住
友

側
と
し
て
は
「
如
何
に
も
尻
す
ぼ
み
の
計
画
に
終
わ
ら
ん
と
す
る
は
期
待
に
反

し
甚
だ
遺
憾
」
で
あ
る
と
、
朝
日
新
聞
側
に
表
明
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
平
井
氏
は
、
こ
の
後
展
覧
会
を
東
京
三
越
に
お
い
て
開
催
す

る
こ
と
、
当
初
の
予
定
で
は
福
岡
で
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
輸
送
が
困
難

な
の
で
、
大
阪
、
京
都
の
み
に
変
更
し
た
が
、
未
出
品
の
四
点
が
完
成
次
第
改

め
て
大
阪
で
再
度
展
覧
会
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
図
録
に
つ
い
て
は

余
り
の
び
の
び
に
な
っ
て
も
い
け
な
い
の
で
、
コ
ロ
タ
イ
プ
と
し
た
が
、
時
間

の
猶
予
が
与
え
ら
れ
る
の
な
ら
、
当
初
の
計
画
通
り
原
色
も
可
能
で
あ
る
と
伝

え
た
。

　

こ
の
日
の
会
合
に
お
い
て
住
友
側
は
、
作
品
が
全
て
揃
っ
た
後
、
再
度
大
阪

で
展
観
し
、
そ
の
時
に
は
住
友
が
費
用
を
負
担
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、

市
長
立
ち
会
い
の
も
と
で
、
美
術
館
に
寄
贈
を
行
い
た
い
こ
と
、
図
録
は
こ
の

時
局
な
の
で
出
版
が
遅
れ
る
の
は
い
た
し
か
た
な
い
た
め
、
原
色
版
で
進
め
て

欲
し
い
旨
希
望
を
伝
え
て
終
わ
っ
て
い
る
。

八
、
東
京
三
越
で
の
展
覧
会
開
催　

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
七
日

　

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
七
日
朝
日
新
聞
企
画
局
次
長
平
井
常
次
郎
氏
よ
り
東

京
三
越
に
お
い
て
会
期
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
開
催
中
の
関
西
邦

画
展
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
が
入
る
（
❽
）。

　

平
井
常
次
郎
か
ら
の
手
紙
に
よ
る
と
、
三
越
美
術
部
の
評
判
は
頗
る
よ
い
と

の
こ
と
。
小
野
竹
喬
が
大
阪
、
京
都
で
出
品
し
た
「
秋
陽
」
と
い
う
作
品
に
満

足
で
き
な
い
と
い
う
の
で
、
東
京
で
は
異
な
る
作
品
を
出
品
し
た
こ
と
。
榊
原

紫
峰
、
福
田
平
八
郎
の
二
人
が
朝
日
新
聞
の
極
め
て
強
硬
な
督
促
に
も
か
か
わ

ら
ず
ま
だ
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
榊
原
紫
峰
は
二

十
年
ぶ
り
に
大
作
を
仕
上
げ
よ
う
と
し
て
お
り
、
福
田
平
八
郎
も
桜
の
完
成
を

め
ざ
し
て
い
る
が
、
怠
慢
で
は
な
く
、
満
足
出
来
る
作
品
が
で
き
な
い
た
め
完

成
が
遅
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
神
経
痛
の
た
め
制
作
が
遅
れ
て
い
た
菅
楯
彦
は
熱
海
で
静
養
し
て
治
そ

う
と
し
て
お
り
、山
口
華
楊
は
十
月
上
旬
に
三
ヶ
月
の
従
軍
か
ら
帰
洛
し
た
が
、

海
軍
委
託
の
作
戦
記
録
画
の
制
作
中
な
の
で
、
何
と
か
年
内
に
作
品
を
仕
上
げ

た
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
翌
昭
和
十
九
年
の
一
月
に
は
予
定
の
全
て
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の
作
品
が
揃
い
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
再
度
展
覧
会
を
開
き
そ
の
威
容
と
盛
観

を
示
し
た
い
こ
と
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
図
録
を
作
成
中
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。

九
、
未
完
成
画
の
進
捗
状
況
の
報
告　

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
日

　

十
一
月
十
日
、
朝
日
新
聞
の
平
井
常
次
郎
は
住
友
本
社
に
北
澤
常
務
理
事
を

訪
ね
て
来
訪
し
た
が
、
留
守
の
た
め
総
務
の
野
口
氏
が
対
応
。
そ
の
時
、
東
京

三
越
の
展
覧
会
会
場
で
撮
影
し
た
作
品
写
真
十
六
点
入
り
五
部
を
持
参
し
、
東

京
展
の
報
告
を
行
っ
た
。
東
京
で
は
多
数
の
来
館
者
が
あ
り
、
関
西
邦
画
壇
の

作
品
が
こ
の
よ
う
に
多
数
纏
ま
っ
て
展
観
さ
れ
る
こ
と
が
初
め
て
だ
と
専
門
家

の
話
題
に
あ
が
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

東
京
展
の
段
階
で
の
出
品
作
は
結
局
十
六
点
で
以
下
の
四
点
が
未
完
成
で
あ

っ
た
。
菅
楯
彦
の
「
千
槍
将
発
」
は
有
馬
温
泉
で
療
養
中
し
て
お
り
、
回
復
し

て
き
た
の
で
年
内
に
完
成
す
る
。
福
田
平
八
郎
の
「
櫻
」
は
既
に
四
、
五
枚
描

い
た
も
の
の
、
会
心
の
作
で
は
な
い
た
め
、
何
と
か
年
内
に
完
成
さ
せ
た
い
と

の
こ
と
。
山
口
華
楊
（
画
題
不
詳
）
は
制
作
中
で
年
内
に
完
成
予
定
で
あ
る
こ

と
。
榊
原
紫
峰
の
「
朝
靄
」
は
、
遅
筆
な
の
で
、
早
め
に
は
じ
め
、
鹿
を
題
材

に
し
た
の
だ
が
、
自
信
を
も
っ
て
線
が
ひ
け
ず
、
家
族
の
病
気
も
あ
っ
て
、
本

人
が
少
し
ま
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
出
来
れ
ば
年
内
に
完
成
さ
せ
た
い
と
い

て
い
る
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
全
作
品
は
な
ん
と
か
来
年
初
め
て
出
そ
ろ
う
だ

ろ
う
。
そ
の
た
め
天
王
寺
で
の
第
二
回
目
の
展
覧
は
一
月
下
旬
の
見
込
み
に
な

る
だ
ろ
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。

十
、
昭
和
十
八
年
年
末
の
未
完
成
画
の
進
捗
状
況

 

　

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日

　

十
二
月
二
十
八
日
付
、
平
井
常
次
郎
か
ら
北
澤
敬
次
郎
へ
の
書
簡
（
❾
）
に

よ
れ
ば
、
東
京
で
展
観
さ
れ
た
十
六
点
の
作
品
が
展
覧
会
の
終
了
後
十
一
月
二

日
に
大
阪
市
立
美
術
館
に
到
着
し
、
地
下
室
で
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

未
完
成
の
四
名
に
つ
い
て
、
菅
楯
彦
が
三
朝
温
泉
で
静
養
中
だ
っ
た
が
、
現

在
熱
海
に
移
動
し
て
制
作
中
。
三
点
描
い
て
お
り
、
ど
れ
に
す
る
か
悩
ん
で
お

り
、
加
筆
中
。
菅
に
は
企
画
部
次
長
の
逸
見
氏
が
つ
い
て
お
り
、
一
月
十
日
ま

で
に
は
完
成
の
予
定
で
あ
る
こ
と
。

　

福
田
平
八
郎
に
つ
い
て
は
平
井
が
二
十
一
日
に
画
室
に
出
向
い
た
と
こ
ろ
、

七
回
書
き
直
し
て
現
在
半
分
ま
で
完
成
。高
野
山
か
ら
奈
良
、日
光
中
禅
寺
湖
、

赤
倉
、
沓
掛
、
軽
井
沢
と
歩
き
、
桜
と
山
吹
を
描
こ
う
と
し
た
が
、
桜
山
吹
は

宗
達
の
名
品
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
押
さ
れ
る
気
が
し
て
山
吹
を
や
め
た
と
の

こ
と
。
文
展
に
も
出
品
せ
ず
に
こ
の
絵
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
が
ま
だ
満
足

が
い
か
な
い
。
そ
れ
で
も
日
ぐ
ら
い
に
は
完
成
す
る
と
の
こ
と
。

　

山
口
華
楊
は
十
一
月
初
め
に
帰
洛
。
海
軍
記
録
画
の
制
作
に
あ
た
っ
て
い
た

が
、
そ
ち
ら
が
完
成
し
た
の
で
十
二
月
十
日
ぐ
ら
い
か
ら
邦
画
展
の
作
品
の
制

作
に
か
か
り
、
一
月
十
日
ま
で
に
は
完
成
と
の
こ
と
。
画
題
は
豹
を
予
定
し
て

い
た
が
、
心
境
が
変
わ
っ
た
よ
う
で
、
未
だ
口
に
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

　

榊
原
紫
峰
は
色
々
と
泣
き
言
を
な
ら
べ
て
な
か
な
か
描
い
て
も
ら
え
な
い
の

で
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
な
ど
書
か
れ
て
い
た
。
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十
一
、
全
作
品
完
成
と
大
阪
市
立
美
術
館
で
の
寄
贈
作
品
贈
呈
式
に
つ
い
て

 

昭
和
十
九
年
一
月
八
日

　

明
け
て
昭
和
十
九
年
一
月
八
日
、
朝
日
新
聞
平
井
常
次
郎
氏
が
住
友
本
社
を

訪
れ
、
北
澤
常
務
理
事
と
面
会
。
一
月
十
七
日
月
曜
日
に
市
当
局
に
作
品
を
贈

呈
し
た
い
が
と
の
照
会
が
あ
っ
た
（
⓭
）。

　

榊
原
紫
峰
の
「
朝
靄
」、
福
田
平
八
郎
の
「
櫻
」、
山
口
華
楊
の
「
柳
」
菅
楯

彦
の
「
千
槍
将
発
」
の
四
作
品
の
う
ち
榊
原
紫
峰
以
外
の
三
人
が
十
四
日
ま
で

に
完
成
で
き
る
め
ど
が
立
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
榊
原
紫
峰
に
つ
い
て
は
未

完
成
だ
が
、
そ
の
現
品
を
と
り
あ
え
ず
搬
入
す
る
か
、
不
可
能
な
ら
ば
目
録
の

み
と
し
、
他
の
十
九
点
の
作
品
画
と
と
も
に
市
立
美
術
館
に
一
堂
に
展
示
し
、

大
阪
市
長
、
森
下
助
役
、
足
立
美
術
館
長
、
村
山
朝
日
新
聞
社
長
、
揮
毫
画
家

全
員
が
参
列
し
て
贈
呈
式
を
行
う
。
可
能
な
ら
ば
住
友
男
爵
に
も
出
席
を
賜
り

た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

住
友
側
と
す
れ
ば
一
月
十
七
日
と
は
あ
ま
り
に
切
迫
し
て
い
る
の
で
、
延
期

は
不
可
能
か
問
い
合
わ
せ
た
。
し
か
し
大
阪
市
立
美
術
館
で
一
月
二
十
日
か
ら

大
東
亜
美
術
展
開
催
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
搬
入
作
業
が
は
じ
ま
る

の
で
難
し
い
と
の
返
答
が
あ
り
、
十
七
日
な
ら
市
長
、
助
役
と
も
に
都
合
が
よ

い
の
だ
が
、
最
悪
の
場
合
は
十
八
日
に
と
い
う
こ
と
で
は
い
か
が
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
結
局
十
七
日
午
後
四
時
に
贈
呈
式
を
挙
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

十
二
、
戦
時
文
化
発
揚
『
関
西
邦
画
展
覧
会
』
作
品
贈
呈
式

 

昭
和
十
九
年
一
月
十
七
日

　

一
月
十
七
日
午
後
四
時
か
ら
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
住
友
男
爵
か
ら
作
品
を

一
括
美
術
館
に
贈
呈
す
る
式
が
挙
行
さ
れ
た
。（
⓮
）
出
席
者
は
大
阪
市
板
間

市
長
、
森
下
助
役
、
田
坂
市
民
局
長
、
美
術
館
上
野
館
長
、
住
友
か
ら
は
総
理

事
、
北
澤
常
務
、
富
岡
支
配
人
、
妹
尾
課
長
、
野
口
課
員
、
川
田
順
、
朝
日
新

聞
か
ら
は
村
山
社
長
、
上
野
会
長
、
石
井
専
務
、
山
本
常
務
、
企
画
部
関
係
社

員
、
画
家
と
し
て
は
上
村
松
園
、
石
崎
光
瑶
、
北
野
恒
富
、
宇
田
荻
邨
、
中
村

大
三
郎
、
中
村
貞
以
、
徳
岡
神
泉
、
山
口
華
楊
、
小
野
竹
喬
で
あ
っ
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
一
堂
が
作
品
を
内
覧
、
午
後
四
時
十
分
か
ら
式
執
り
行
わ
れ

た
。
式
次
第
は
先
ず
村
山
社
長
よ
り
展
覧
会
の
企
画
の
趣
旨
、
各
地
の
展
覧
会

の
盛
況
、
住
友
家
の
寄
贈
の
理
由
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、
大
阪
市
に
対
し
て
、

作
品
を
少
な
く
て
も
千
年
は
保
管
せ
ら
れ
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
次
ぎ
に

住
友
本
社
古
田
総
理
事
か
ら
目
録
贈
呈
と
挨
拶
、板
間
大
阪
市
長
か
ら
の
謝
辞
、

画
家
代
表
と
し
て
石
崎
光
瑶
氏
（
い
ろ
は
順
）
か
ら
計
画
に
賛
同
し
て
感
激
し

て
執
筆
し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
平
井
部
長
か
ら
各
地
の
展
覧
会
に

お
け
る
作
品
出
品
数
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
未
完
成
の
四
点
の
う
ち
、
山
口

華
楊
、
福
田
平
八
郎
の
作
品
は
昨
夕
八
時
に
と
ど
い
た
こ
と
、
菅
楯
彦
の
作
品

は
今
朝
熱
海
か
ら
と
ど
い
た
こ
と
、
榊
原
紫
峰
の
み
出
品
で
き
る
ま
で
進
捗
し

て
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
最
後
に
画
家
の
紹
介
が
あ
り
、
四
時
四
十
五
分

に
式
を
終
え
た
。
そ
の
後
五
時
半
か
ら
今
橋
つ
る
家
に
て
新
聞
者
主
催
の
招
宴

が
あ
っ
た
。
こ
の
寄
贈
に
つ
い
て
報
道
し
た
翌
日
の
朝
日
新
聞
の
記
事
が
資
料

に
添
付
さ
れ
て
い
る
。【
図
１
】【
図
２
】

　

一
月
十
七
日
、
贈
呈
式
の
お
り
に
、
大
阪
市
側
か
ら
、
家
長
で
あ
る
住
友
男

爵
が
大
阪
市
に
作
品
を
贈
呈
す
る
に
あ
た
り
、
通
常
の
手
続
き
と
し
て
寄
付
申

出
書
を
作
成
し
提
出
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
住
友
側
に
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た

賞
勲
局
と
文
部
省
と
大
阪
市
の
表
彰
の
た
め
に
は
住
友
男
爵
の
履
歴
書
が
必
要

と
の
こ
と
も
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
草
案
が
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
二
日

付
で
決
裁
さ
れ
て
い
る
（
⓰
）。
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な
お
こ
れ
ら
の
作
品
は
三
月
十
五
日
（
水
）

か
ら
二
週
間
美
術
館
で
公
開
す
る
予
定
が
確
認

さ
れ
た
。

十
三
、
揮
毫
画
家
へ
の
援
助
機
の
配
分
に
つ
い
て

 
昭
和
十
九
年
三
月
一
日

　

次
い
で
一
月
二
十
九
日
に
は
、
揮
毫
画
家
へ
の
援
助
金
が
公
布
さ
れ
、
住
友

銀
行
本
店
営
業
部
か
ら
作
家
に
小
切
手
を
も
っ
て
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
三
月
一
日
、
平
井
か
ら
北
澤
宛
の
報
告
（
⓱
）
で
は
一
万
円

の
図
録
制
作
費
は
完
成
ま
で
朝
日
新
聞
が
保
管
、
十
五
万
円
の
援
助
金
、
一
万

円
の
表
具
題
は
幹
事
役
で
あ
る
福
田
平
八
郎
、
小
野
竹
喬
、
北
野
恒
富
を
朝
日

新
聞
本
社
に
招
い
て
手
渡
す
こ
と
に
決
ま
り
、
一
人
あ
た
り
七
千
五
百
円
と
表

具
題
五
百
円
を
併
せ
た
八
千
円
が
全
員
に
均
等
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

平
井
の
手
紙
に
は
贈
呈
式
の
お
り
、
金
嶋
桂
華
の
野
鶴
中
央
に
若
干
の
傷
画

入
る
と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
、
修
理
し
て
も
も
と
ど
お
り
に
な
ら
な
い
か
ら
、

自
分
の
死
後
そ
の
作
品
が
残
る
の
は
困
る
の
で
援
助
金
は
受
け
取
れ
な
い
と
い

う
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
大
阪
市
立
美
術
館
に
無
事
寄
贈
さ
れ
、
援

助
金
も
配
分
さ
れ
、
後
は
図
録
の
完
成
と
美
術
館
で
の
展
観
を
待
つ
ば
か
り
と

な
っ
て
い
た
。

十
四
、『
関
西
邦
画
展
覧
会
』
の
中
止　

昭
和
十
九
年
三
月
八
日

　

と
こ
ろ
が
昭
和
十
九
年
三
月
八
日
の
平
井
常
次
郎
か
ら
住
友
本
社
常
務
理
事

宛
の
書
簡
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。（
⓱
）

資
料
六　

平
井
常
次
郎
の
書
簡

　

さ
て
来
る
十
五
日
よ
り
市
立
美
術
館
に
て
開
催
四
点
の
展
覧
会
準
備
は
そ
の
後
着
々
と

す
す
み
紫
峰
、
華
楊
、
平
八
郎
、
楯
彦
四
点
の
完
成
搬
入
も
茲
一
両
日
に
迫
り
、
一
方
金

嶋
桂
華
の
傷
め
た
絵
の
出
品
に
つ
い
て
も
目
下
上
京
中
の
画
伯
の
帰
洛
を
待
ち
交
渉
を
重

ね
る
段
取
り
に
致
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
只
今
突
然
美
術
館
よ
り
電
話
が
あ
り
、

　
「
十
五
日
よ
り
開
催
準
備
中
の
と
こ
ろ
大
阪
市
の
方
針
と
し
て
決
戦
非
情
措
置
要
綱
の
趣

旨
に
よ
り
不
意
の
文
化
事
業
一
切
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
展
覧
会
も
急
に
や
め

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
を
願
ふ
」と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

電
話
の
口
頭
申
入
の
こ
と
で
も
あ
り
市
民
局
当
局
か
ら
正
式
の
通
達
に
接
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
四
の
最
高
方
針
と
あ
れ
ば
暫
く
開
会
の
時
期
を
延
ば
す
よ
り
致
し
方
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

　

な
ほ
こ
の
延
期
に
つ
い
て
は
大
阪
市
当
局
よ
り
住
友
家
に
対
し
て
も
了
解
を
得
る
の
が

当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
の
で
、
右
手
続
を
進
め
る
や
う
小
生
よ
り
指
示
し
て
を

き
ま
し
た
。

右
取
り
急
ぎ
ご
報
告
申
上
げ
ま
す
。

　

な
ほ
小
野
竹
喬
の
「
秋
陽
」
は
本
人
が
ど
う
し
て
も
あ
の
絵
で
は
意
に
充
た
ぬ
と
こ
ろ

【図１】

【図２】



─ 55 ─

か
あ
る
の
で
今
回
新
し
く
画
き
改
め
別
の
絵
を
数
日
中
に
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て
を
り
ま

す
。
ま
た
楯
彦
の
「
千
槍
将
発
」
も
先
日
の
贈
呈
式
当
日
に
出
品
し
た
の
よ
り
は
遙
か
に

大
き
な
も
の
を
届
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
が
中
止
と
な
れ
ば
こ
れ

ら
の
名
作
が
揃
っ
た
上
で
一
度
住
友
家
の
皆
様
の
御
内
見
を
得
て
置
い
て
は
如
何
な
も
の

で
御
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

 

以
上

　

書
簡
の
全
文
を
掲
載
し
た
が
、
大
阪
市
の
決
戦
非
常
措
置
要
綱
の
趣
旨
に
よ

り
、
結
局
、
全
点
の
揃
っ
た
「
関
西
邦
画
展
覧
会
」
は
寄
贈
の
後
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
書
類
に
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
展
覧
会
の
案

内
状
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。【
図
３
】

　

結
果
と
し
て
展
覧
会
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
幸
い
に
も
戦
災
に

あ
う
こ
と
な
く
、
大
阪
市
立
美
術
館
に
は
現
在
も
二
十
点
の
作
品
が
保
管
さ
れ

て
お
り
、
戦
時
中
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
な
か
に
は
文
展
を
さ
し
お
い
て
ま
で

制
作
に
あ
た
っ
た
と
い
う
画
家
も
い
る
ほ
ど
の
力
作
が
揃
っ
て
い
る
。
冒
頭
に

述
べ
た
よ
う
に
美
術
館
に
は
こ
の
展
覧
会
に
関
す
る
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
、

し
か
し
寄
付
申
出
書
の
素
案
が
住
友
側
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
書
類

は
間
違
い
な
く
大
阪
市
に
渡
さ
れ
た
後
破
棄
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

結
語

　

大
阪
市
美
術
館
で
は
、
長
ら
く
こ
の
展
覧
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
忘
れ
ら
れ

て
お
り
、
な
ぜ
か
戦
争
中
に
発
行
さ
れ
た
図
録
『
関
西
邦
画
展
覧
会
畫
集
』
は

美
術
館
書
庫
に
は
な
く
、
平
成
五
年
の
調
査
に
際
し
て
、
住
友
史
料
館
か
ら
御

寄
贈
い
た
だ
い
た
。
図
録
は
結
局
全
て
が
色
刷
り
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
一
点

ず
つ
の
作
品
に
は
作
者
の
感
慨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
当
館
の
収
蔵
品
台

帳
に
記
さ
れ
た
名
称
、『
関
西
邦
画
展
覧
会
畫
集
』
に
掲
載
さ
れ
る
名
称
と
、

作
品
の
完
成
時
期
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
（
資
料
七
）。

資
料
七　

  

関
西
邦
画
展
覧
会
出
品
作
品
情
報
の
ま
と
め
（
以
下
の
作
品
の
う
ち

□
は
昭
和
十
八
年
、
■
は
昭
和
十
九
年
に
完
成
し
た
。）

□  

藝
能
譜
（
図
版
①
）
中
村
貞
以
（
１
２
４
４
）
関
西
邦
画
展
図
録
番
号
（
以
下
図
録
番

号
と
省
略
）一
一
、
昭
和
十
八
年
九
月
七
日
大
阪
市
立
美
術
館
に
搬
入
。
大
阪
・
京
都
・

東
京
展
に
展
示
。

□  

聖
苑（
図
版
②
）石
崎
光
瑶（
１
２
４
５
）図
録
番
号
四
、
搬
入
日
時
は
不
明
だ
が
大
阪
・

京
都
・
東
京
展
に
展
示
。

□  
絶
澗
の
夕
（
図
版
③
）
西
山
翠
嶂
（
１
２
４
６
）、
図
録
番
号
一
〈
原
色
図
版
〉
搬
入
日

時
は
不
明
だ
が
大
阪
・
京
都
・
東
京
展
に
展
示
。

■  

秋
陽
（
図
版
④
）
小
野
竹
喬
（
１
２
４
７
）
図
録
番
号
八
は
「
新
冬
」
の
名
称
が
あ
る
。

こ
れ
は
当
初
の
「
秋
陽
」
と
は
異
な
る
作
品
で
あ
る
。
当
初
の
作
品
は
大
阪
・
京
都
の

【図３】
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展
覧
会
に
展
示
し
た
が
、
満
足
で
き
な
か
っ
た
た
め
東
京
展
か
ら
別
の
作
品
が
出
品
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
再
度
満
足
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
十
九
年
三
月
に
大
阪
市
立
美

術
館
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
展
覧
会
の
た
め
に
改
め
て
制
作
し
た
。
そ
の
た
め

現
存
す
る
作
品
の
制
作
年
は
昭
和
十
九
年
と
な
る
。

□  

朝
霧
（
図
版
⑤
）
金
嶋
桂
華
（
１
２
４
８
）
図
録
番
号
九
で
は
「
真
鶴
」
と
し
て
掲
載
、

昭
和
十
八
年
九
月
六
日
「
野
鶴
」
と
し
て
大
阪
展
に
搬
入
し
た
。
し
か
し
作
品
が
破
損

し
た
の
で
後
に
修
復
し
、
寄
贈
し
た
。

□  

夜
櫻
（
図
版
⑥
）
北
野
恒
富
（
１
２
４
９
）
図
録
番
号
一
八
、
昭
和
十
八
年
八
月
三
十

日
大
阪
店
に
搬
入

■  

櫻
（
図
版
⑦
）
福
田
平
八
郎
（
１
２
５
０
）
図
録
番
号
一
六
は
「
山
櫻
」
と
い
う
名
称

で
掲
載
、
大
阪
、
京
都
、
東
京
の
展
覧
会
に
は
完
成
せ
ず
、
昭
和
十
九
年
十
六
日
、
大

阪
市
立
美
術
館
へ
の
贈
呈
式
に
漸
く
ま
に
あ
っ
た
た
め
戦
前
は
展
示
の
機
会
が
な
か
っ

た
。
作
品
の
完
成
は
昭
和
十
九
年
で
あ
る
。

□  

如
意
輪
観
音
（
図
版
⑧
）
堂
本
印
象
（
１
２
５
１
）
図
録
番
号
六
で
は
「
如
意
輪
観
世

音
菩
薩
」
搬
入
時
は
不
明
だ
が
大
阪
・
京
都
・
東
京
展
に
展
示
。

■  

朝
靄
（
図
版
⑨
）
榊
原
紫
峰
（
１
２
５
２
）
図
録
番
号
一
七
、
昭
和
十
八
年
九
月
十
日

搬
入
の
予
定
で
あ
っ
た
が
結
局
昭
和
十
九
年
一
月
の
寄
贈
時
に
も
こ
の
作
品
だ
け
は
完

成
せ
ず
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
昭
和
十
九
年
三
月
八
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
展
示
に
併
せ
て
完
成
し
搬
入
さ
れ
た
。
作
品
の
完
成
は
昭
和
十
九
年
で
あ
る
。

■  

千
槍
将
発
（
図
版
⑩
）
菅
楯
彦
（
１
２
５
３
）
図
録
番
号
二
〇
で
は
「
敵
将
に
近
し
」

の
名
称
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
。
京
都
。
東
京
展
に
間
に
合
わ
ず
、
結
局
昭
和
十

九
年
十
七
日
、
大
阪
市
立
美
術
館
へ
の
贈
呈
式
の
日
に
漸
く
ま
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ

の
作
品
に
満
足
せ
ず
贈
呈
式
に
出
品
し
た
作
品
と
は
異
な
る
大
作
を
昭
和
十
九
年
三
月

の
大
阪
展
に
あ
わ
せ
て
作
成
し
先
の
も
の
と
交
換
し
て
い
る
。
現
存
作
品
と
同
一
構
図

の
作
品
を
こ
の
時
三
点
制
作
し
た
と
資
料
に
あ
る
。

□  

北
政
所
（
図
版
⑪
）
菊
池
契
月
（
１
２
５
４
）
図
録
三
（
原
色
）
昭
和
十
八
年
九
月
六

日
搬
入
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
結
局
大
阪
展
に
は
間
に
あ
わ
ず
。
九
月
二
十
一
日
大
礼

記
念
京
都
美
術
館
に
搬
入
、
京
都
展
・
東
京
展
に
出
品
。

□  

幽
谷
早
春
（
図
版
⑫
）
水
田
竹
圃
（
１
２
５
５
）、
図
録
一
九
昭
和
十
八
年
八
月
三
十
日

搬
入
、
大
阪
・
京
都
・
東
京
展
に
出
品
。

□  

若
松
（
図
版
⑬
）
徳
岡
神
泉
（
１
２
５
６
）
図
録
番
号
七
で
は
名
称
が
「
松
」
と
な
っ

て
い
る
。
搬
入
日
は
不
明
で
あ
る
が
大
阪
・
京
都
・
東
京
展
に
展
示
。
但
し
未
完
成
の

た
め
加
筆
と
あ
る
。

□  

讃
光
（
図
版
⑭
）
橋
本
関
雪
（
１
２
５
７
）
図
録
五　

昭
和
十
八
年
八
月
三
十
日
、
大

阪
市
立
美
術
館
に
搬
入
。
大
阪
・
京
都
・
東
京
展
に
展
示
。

□  

晩
秋
（
図
版
⑮
）
上
村
松
園
（
１
２
５
８
）
図
録
番
号
二
と
し
て
原
色
図
版
掲
載
。
昭

和
十
八
年
九
月
八
日
大
阪
市
立
美
術
館
に
搬
入
。
大
阪
・
京
都
・
東
京
展
に
展
示
。

■  

風
（
図
版
⑯
）
山
口
華
楊
（
１
２
５
９
）、
図
録
一
四
で
は
「
風
の
柳
」、
当
初
は
豹
を

各
予
定
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
八
年
従
軍
の
た
め
締
め
切
り
に
ま
に
あ
わ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
大
阪
、
京
都
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
は
出
品
し
て
い
な
い
。
昭
和

十
九
年
十
六
日
、
大
阪
市
立
美
術
館
へ
の
贈
呈
式
に
漸
く
ま
に
あ
っ
た
た
め
美
術
館
で

の
公
開
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

□  

出
潮
（
図
版
⑰
）
梥
本
一
洋
（
１
２
６
０
）
図
録
一
五
昭
和
十
八
年
八
月
三
十
日
大
阪

市
立
美
術
館
に
搬
入
。
大
阪
・
京
都
・
東
京
展
に
展
示
。

□  

那
智
奉
拝
（
図
版
⑱
）
矢
野
知
道
人
（
１
２
６
１
）、
図
録
番
号
一
三
、
昭
和
十
八
年
八

月
三
十
日
搬
入
、
大
阪
・
京
都
・
東
京
展
に
展
示
。

□  
松
（
図
版
⑲
）
宇
田
荻
邨
（
１
２
６
２
）、
図
録
番
号
一
二
、
搬
入
日
は
不
明
だ
が
、
大

阪
・
京
都
・
東
京
展
に
展
示
。

□  

山
本
元
帥
（
図
版
⑳
）
中
村
大
三
郎
（
１
２
６
３
）
図
録
番
号
十
、
昭
和
十
八
年
九
月

六
日
大
阪
市
立
美
術
館
に
搬
入
、
大
阪
・
京
都
・
東
京
展
に
展
示
。
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当
初
の
予
定
で
は
関
西
邦
画
壇
の
代
表
的
作
家
に
よ
る
二
十
点
の
作
品
に
よ

っ
て
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
大
礼
記
念
京
都
美
術
館
、
東
京
三
越
百
貨
店
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
『
関
西
邦
画
展
覧
会
』
で
あ
る
が
、
結
局
昭
和
十
八

年
九
月
六
日
に
当
館
で
開
か
れ
た
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品
は
十
五
点
で
引

き
つ
づ
き
行
わ
れ
た
京
都
美
術
館
、
東
京
三
越
百
貨
店
で
の
展
示
に
は
十
六
点

が
出
品
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
作
品
は
す
べ
て
が
揃
い
住
友
家
か
ら
大

阪
市
立
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
後
、
昭
和
十
九
年
三
月
に
再
度
展
覧
さ
れ
一
般

に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
争
激
化
に
よ
り
こ
の
展
示
は
中
止

さ
れ
二
十
点
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
機
会
は
平
成
五
年
ま
で
な
が
ら
く
無
か
っ

た
。）

11
（

二
十
点
の
作
品
の
一
点
一
点
を
見
る
と
菊
、
鶴
や
松
と
い
っ
た
日
本
的
な

主
題
が
と
ら
れ
て
は
い
る
が
、
一
点
一
点
が
戦
争
を
主
題
と
す
る
二
点
を
の
ぞ

け
ば
激
化
す
る
戦
争
の
な
か
で
国
民
の
戦
意
を
鼓
舞
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
さ

ほ
ど
読
み
取
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
一
堂
に
す
る
と
、
大
き
く
切
実
な

感
慨
が
伝
わ
り
、
ま
た
そ
の
時
期
を
想
起
す
れ
ば
画
題
の
選
択
の
背
景
に
あ
る

時
代
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
資
料
か
ら
制
作
、
あ
る
い
は
展
覧

会
開
催
に
関
わ
る
経
緯
を
知
る
と
、
現
代
と
は
異
な
る
創
作
活
動
、
文
化
事
業

と
国
家
そ
し
て
戦
争
と
の
関
係
も
窺
え
る
。
作
品
か
ら
受
け
る
凜
と
し
た
印
象

は
当
時
の
画
家
、
制
作
に
関
わ
る
人
た
ち
の
心
境
を
表
し
い
る
の
だ
と
思
う
。

註１　
『
大
阪
市
立
美
術
館
五
十
年
史
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
住
友
家
の
肝
煎
り

で
、
関
西
在
住
の
日
本
画
の
大
家
、
二
十
人
（
大
阪
四
人
、
他
は
京
都
）
に
「
最
も

得
意
と
せ
る
自
由
な
る
画
題
の
も
と
に
後
世
に
残
る
べ
き
一
大
傑
作
を
」
描
い
て
も

ら
っ
た
の
を
、
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
朝
日
新
聞
主
催
で
南
館
に
於
い

て
開
催
さ
れ
た
。（
中
略
）
翌
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
に
は
東
京
日
本
橋
の
三

越
で
も
開
か
れ
、
二
、
三
の
蜜
柑
制
作
不
出
陳
（
楯
彦
、
紫
峰
、
平
八
郎
、
華
楊
）

を
の
ぞ
い
て
も
、「
本
年
度
の
日
本
画
展
で
も
最
も
内
容
の
充
実
し
た
展
覧
」（『
日
本

美
術
年
鑑
』）
と
頗
る
皇
朝
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
一
括
を
住
友
吉
左
衛
門
氏
が
本
館
に

寄
贈
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
機
会
に
改
め
て
本
館
主
催
で
十
九
年
の
三
月
十
五
日

か
ら
二
八
日
迄
、
北
館
一
階
彫
刻
室
で
全
点
完
成
披
露
陳
列
を
す
る
手
筈
で
、
そ
の

案
内
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
乍
ら
こ
の
展
覧
会
は
「
大
阪
市
決
戦
非
常
措
置

要
項
」
な
る
も
の
に
よ
る
「
不
急
」
の
文
化
事
業
と
さ
れ
、
直
前
に
中
止
と
い
う
憂

き
目
を
み
た
。

２　

村
松
寛
著
『
美
術
館
散
歩
』
河
原
書
店　

一
九
六
〇
年

３　

昭
和
三
十
二
年
の
寄
贈
品
が
な
ぜ
住
友
本
社
か
ら
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
の
が
、
関
西
邦
画
展
に
つ
い
て
調
べ
る
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
資
料
の
存
在
は
末

岡
照
啓
氏
（
住
友
史
料
館
）
か
ら
ご
教
示
を
受
け
、
当
時
、
資
料
館
の
書
類
は
複
写

不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
筆
写
し
て
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
資
料
を
読
み
、

平
成
五
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
十
九
日
ま
で
、
寄
贈
を
受
け
た
全
作
品
を
大

阪
市
立
美
術
館
で
初
め
て
一
堂
に
す
る
、「
住
友
家
寄
贈　

関
西
邦
画
展
覧
会
出
陳
の

日
本
画
」
と
い
う
特
集
展
示
を
開
催
し
た
。
そ
の
後
作
品
は
平
成
十
六
年
十
月
、
東

京
の
泉
屋
博
古
館
分
館
で
「
関
西
邦
画
展
覧
会　

大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
に
よ
る
」

と
し
て
公
開
さ
れ
た
。

 

　

資
料
の
大
半
は
住
友
資
料
館
に
保
管
さ
れ
る
当
時
の
住
友
本
社
の
決
裁
書
類
な
ど

で
、【
表
１
】
の
通
で
あ
る
。
か
つ
て
は
複
写
不
可
で
あ
っ
た
こ
と
、
内
容
が
戦
争
に

関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
今
ま
で
紹
介
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
近
年
複
写
可
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
資
料
を
使
い
な
が
ら
展
覧
会
と
作
品
寄
贈
の
顛
末
に
つ
い
て
記

し
た
い
。

４　

こ
の
書
類
の
多
く
は
住
友
本
社
総
務
部
庶
務
課
の
起
案
す
る
様
々
な
決
裁
書
類
と
報

告
書
で
、
住
友
側
の
主
な
担
当
者
は
本
社
常
務
理
事
で
あ
っ
た
北
澤
敬
次
郎
（
一
八

八
九
〜
一
九
七
〇
）
で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
常
務
理
事
で
あ

っ
た
た
め
、
昭
和
二
十
二
年
公
職
追
放
と
な
る
が
、
昭
和
二
十
五
年
大
丸
の
社
長
と

な
る
。
当
時
の
住
友
本
社
総
理
事
は
古
田
俊
之
助
（
一
八
八
六
〜
一
九
五
三
）。
川
田

順
（
一
八
八
二
〜
一
九
九
六
）
は
か
つ
て
常
務
理
事
を
務
め
て
お
り
、
時
期
総
理
事

と
い
わ
れ
て
い
た
が
昭
和
十
一
年
に
退
職
、
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
住
友
吉
左
衛
門
は

十
六
代
友
成
（
一
九
〇
九
〜
一
九
九
三
）。

 

　

朝
日
新
聞
側
の
担
当
者
は
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
業
務
局
長
天
野
四
郎
（
後
に
朝
日

広
告
社
社
長
）、
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
常
任
監
査
役
刀
禰
館
正
雄
（
一
八
八
八
〜
一
九

四
三
）、
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
参
事
木
村
己
之
吉
、
朝
日
新
聞
者
理
事
兼
大
阪
本
社
計
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画
部
長
朝
倉
斯
道
（
一
八
九
三
〜
一
九
七
九
、
後
に
神
戸
新
聞
社
長
）、
朝
日
新
聞
企

画
局
総
次
長
兼
大
阪
本
社
企
画
部
長
平
井
常
次
郎
（
後
に
朝
日
放
送
社
長
）
で
あ
る
。

朝
日
新
聞
社
長
は
村
山
長
擧
（
一
八
九
四
〜
一
九
七
七
）。

５　

大
阪
市
立
美
術
館
は
先
代
住
友
吉
左
衛
門
が
、
茶
臼
山
本
邸
の
敷
地
を
用
地
と
し
て

寄
贈
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
住
友
関
係
者
に
は
思
い
入
れ
の
あ
る
場

所
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
決
裁
の
書
類
に
は
「
現
美
術
館
ニ
ハ
時
代
の
感
激
を

後
に
伝
ふ
る
力
作
多
か
ら
ず
点
に
鑑
む
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

６　

当
初
は
以
下
の
画
塾
が
あ
げ
ら
れ
た
。
丈
杖
会
は
竹
内
栖
鳳
が
主
宰
。
徳
岡
神
泉
、

上
村
松
園
、
橋
下
関
雪
、
西
山
翠
嶂
、
小
野
竹
喬
な
ど
が
属
し
た
。
菊
池
画
塾
は
菊

池
契
月
の
画
塾
で
宇
田
荻
邨
ら
を
輩
出
。
早
苗
会
は
山
本
春
擧
が
主
宰
し
、
川
村
曼

舟
ら
が
で
た
。
東
丘
社
は
堂
本
印
象
が
昭
和
九
年
に
主
宰
。
青
甲
社
は
大
正
十
年
に

西
山
翠
嶂
が
作
り
、
堂
本
印
象
、
中
村
大
三
郎
ら
が
出
た
。

 

　

ま
た
最
終
的
に
出
品
者
と
な
る
二
十
名
以
外
に
は
竹
内
栖
鳳
（
一
八
六
四
〜
一
九

四
二
）、川
村
曼
舟（
一
八
八
〇
〜
一
九
四
二
）、福
田
恵
一（
一
九
一
四
〜
一
九
五
六
）、

登
内
微
笑
（
一
八
九
一
〜
一
九
六
四
）、
水
田
硯
山
（
一
九
〇
二
〜
一
九
八
八
）、
遙

村
（
一
八
九
五
〜
一
九
八
八
）、
雪
松
春
浦
（
一
八
九
七
〜
一
九
六
二
）、
森
守
明
（
一

八
九
二
〜
一
九
五
一
）、
鉄
山
、
十
糸
子
、
晁
勢
、
上
村
松
篁
（
一
九
〇
二
〜
二
〇
〇

一
）、
白
倉
二
峯
（
嘉
入
一
八
九
六
〜
一
九
七
四
）、
山
本
倉
丘
（
一
八
九
三
〜
一
九

九
三
）、
秋
野
不
矩
（
一
九
〇
八
〜
二
〇
〇
一
）、
不
二
木
阿
古
（
一
八
九
六
〜
一
九

四
三
）
な
ど
の
名
が
あ
っ
た
。

７　

田
中
日
佐
夫
著
『
日
本
の
戦
争
画　

そ
の
系
譜
と
特
質
』
ぺ
り
か
ん
社　

一
九
八
五

年
ほ
か
。

８　

こ
の
決
裁
に
は
同
年
三
月
に
東
京
三
越
、
四
月
に
大
阪
三
越
で
開
催
さ
れ
た
日
本
画

家
報
国
会
主
催
の
「
軍
用
機
献
納
作
品
展
覧
会
」
の
資
料
が
参
考
と
し
て
添
付
さ
れ

て
い
る
。

９　

大
政
翼
賛
会
文
化
部
が
文
部
省
と
情
報
局
と
の
協
力
の
も
と
に
昭
和
十
八
年
五
月
美

術
作
家
を
一
丸
と
す
る
社
団
法
人
日
本
美
術
報
国
会
が
結
成
さ
れ
た
。

10　
（
❻
）
の
既
述
か
ら
こ
の
時
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
初
め
て
絵
画
の
展
示
に
手
摺
を
用

意
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

11　
「
住
友
家
寄
贈
『
関
西
邦
画
展
覧
会
』
出
陳
の
日
本
画
」
拙
稿
『
美
を
つ
く
し
』
150
号

　

平
成
十
年
二
月　

大
阪
市
立
美
術
館

【
表
１
】

❶
寄
第
一
五
八
号

昭
和
十
七
年
三
月
七
日

大
東
亜
戰
記
念
作
品
画
援
助
買
上
ノ
件

❷
寄
第
四
二
九
号

昭
和
十
七
年
七
月
二
十
三
日

大
東
亜
戰
記
念
作
品
画
ニ
関
ス
ル
件

❸
雑
第
九
一
四
九
号

昭
和
十
八
年
六
月
八
日

大
東
亜
戰
記
念
作
品
画
展
覧
會　

期
日
延
期
ノ
件

❹
雑
第
九
一
八
九
号

昭
和
十
九
年
七
月
十
四
日

大
東
亜
戰
記
念
作
品
画
援
助
買
上
ニ
関
ス
ル
件

❺
雑
第
九
二
二
五
号

昭
和
十
八
年
八
月
三
十
一
日

戦
時
文
化
發
揚
『
関
西
邦
畫
展
覧
會
』
會
期
一
部
変
更
ノ
件

❻
雑
第
九
二
五
四
号

昭
和
十
八
年
九
月
二
十
一
日

関
西
邦
畫
展
覧
會
に
関
ス
ル
件

❼
雑
第
九
二
六
八
号

昭
和
十
八
年
九
月
三
十
日

関
西
邦
画
展
覧
會
ニ
関
ス
ル
件

❽
雑
第
／
号

昭
和
十
八
年
十
月
二
七
日

朝
日
新
聞
企
畫
局
次
長
平
井
常
次
郎
氏
ヨ
リ
関
西
邦
畫
展
覧
會
経
過
報
告
越
ノ
件

❾
雑
第
九
三
○
九
号

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
日

関
西
邦
画
展
ニ
関
シ
報
告
越
ノ
件

❿
本
第
五
一
九
号

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
五
日

関
西
邦
画
展
作
品
写
真
受
領
ノ
件

⓫
雑
第
／
号

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日

朝
日
新
聞
社
ヨ
リ
関
西
邦
画
展
覧
會
ニ
関
し
情
況
報
告
越
ノ
件

⓬
雑
第
九
三
七
六
号

昭
和
十
八
年
十
二
月
三
十
日

関
西
邦
画
展
覧
會
ニ
関
シ
朝
日
新
聞
社
ニ
出
状
ノ
件
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関
西
邦
画
展
開
催
ま
で
の
略
年
譜

昭
和
十
七
年
二
月

二
十
五
日
、 

関
西
画
壇
の
画
塾
か
ら
40
名
の
画
家
に
時
代
の
感
激
を
後
世
に
伝
え
る
大
作
品
を
作
成
さ
せ
、
篤
志
家
に
買
い
上
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
資
金
を
画
家
か
ら
飛

行
機
を
献
納
す
る
展
覧
會
を
朝
日
が
企
画
し
、
資
金
提
供
を
住
友
に
打
診
。
大
阪
市
美
に
寄
付
と
い
う
条
件
で
住
友
が
う
け
る
。

昭
和
十
七
年
七
月

二
十
三
日
、
全
額
寄
付
す
る
条
件
で
ひ
き
う
け
る
画
家
が
な
い
の
で
飛
行
機
献
納
は
あ
き
ら
め
、
20
名
ほ
ど
の
大
家
に
大
作
を
書
か
せ
る
絵
画
展
と
す
る
。

昭
和
十
七
年
十
一
月

二
十
八
日
、
画
家
を
集
め
た
説
明
会
を
村
山
社
長
が
お
こ
な
っ
た
。

昭
和
十
八
年
五
月

二
十
日
締
め
切
り
、
二
十
一
日
大
阪
市
立
美
術
館
に
搬
入
と
決
ま
る
。

昭
和
十
八
年
六
月

九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
大
阪
展
を
予
定
。（
延
期
に
な
る
）

昭
和
十
八
年
六
月

十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
京
都
展
を
予
定
。（
延
期
に
な
る
）

昭
和
十
八
年
六
月

一
日
、
締
切
に
間
に
合
わ
な
い
画
家
が
多
い
の
で
延
期
を
要
望
。

昭
和
十
八
年
九
月

一
日
か
ら
に
大
阪
展
の
開
催
を
九
月
六
日
に
再
度
延
期
。

昭
和
十
八
年
九
月

六
日
か
ら
十
四
日
ま
で
大
阪
市
立
美
術
館
で
展
覧
。
出
品
は
15
点

昭
和
十
八
年
九
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
京
都
美
術
館
で
展
覧
。
出
品
は
16
点

昭
和
十
八
年
十
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
東
京
店
開
催
。
16
点
出
品

昭
和
十
九
年
一
月

十
七
日
に
大
阪
市
立
美
術
館
で
贈
呈
式
を
行
う
。
19
点
到
着

昭
和
十
九
年
二
月

一
日
『
関
西
邦
画
展
覧
会
晝
集
』
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
企
画
部
か
ら
平
井
常
次
郎
編
、
便
利
堂
印
刷
で
百
部
限
定
非
売
品
と
し
て
発
行

昭
和
十
九
年
三
月

八
日
、
大
阪
市
か
ら
決
戦
非
常
措
置
要
綱
の
主
旨
に
よ
り
中
止
決
定
の
通
知
。

昭
和
十
九
年
三
月

十
五
日
か
ら
大
阪
市
立
美
術
館
で
公
開
の
予
定
が
中
止
。
作
品
は
八
日
に
は
総
て
完
成
の
上
美
術
館
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
三
十
二
年
二
月

四
日
、
開
館
二
十
年
に
あ
わ
せ
て
台
帳
か
き
こ
み
。

⓭
雑
第
九
〇
〇
五
号

昭
和
十
九
年
一
月
八
日

大
東
亜
戰
記
念
作
画
展
贈
呈
ニ
関
ス
ル
件

⓮
雑
第
／
号

昭
和
十
九
年
一
月
十
七
日

関
西
邦
画
展
作
品
贈
呈
式　

總
理
事　

御
挨
拶
草
案

⓯
第　

号

昭
和
十
九
年
一
月
十
八
日

戰
時
文
化
発
揚
「
関
西
邦
画
展
」
作
品
贈
呈
式
ノ
件
新
聞
記
事　

等

⓰
雑
第
九
〇
一
七
号

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
四
日

関
西
邦
画
展
作
品
寄
付
申
出
書
差
出
ノ
件

⓱
雑
第
九
〇
四
一
号

昭
和
十
九
年
三
月
一
日

関
西
邦
画
展
揮
毫
画
家
ニ
対
ス
ル
援
助
金
配
分
ニ
関
シ
報
告
越
ノ
件

⓲
雑
第
九
〇
四
二
号

昭
和
十
九
年
三
月
二
日

（
関
西
邦
画
展
作
品
関
係
）
上
村
松
園
女
史　

並　

朝
日
新
聞
社
平
井
企
画
部
長
ニ
出
状
ノ
件

⓳
寄
第
／
号

昭
和
十
九
年
三
月
八
日

朝
日
新
聞
社
平
井
氏
ヨ
リ
関
西
邦
画
展
覧
會
中
止
ニ
付
報
告
越
ノ
件
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付
録　
『
関
西
邦
画
展
覧
会
畫
集
』
よ
り
序
文
、
目
次
、
画
家
の
こ
と
ば
の
抜
粋

〈
序
文
〉

　

住
友
男
爵
家
に
お
い
て
は
、
か
ね
て
大
阪
に
お
け
る
文
化
活
動
の
極
め
て
乏
し
き
を
遺

憾
と
し
、
先
代
吉
左
衛
門
男
は
天
王
寺
茶
臼
山
の
邸
宅
を
敷
地
と
し
て
提
供
し
、
こ
こ
に

大
阪
市
に
依
っ
て
建
設
さ
れ
る
美
術
館
を
大
阪
に
お
け
る
美
術
運
動
の
中
心
た
ら
し
め
、

大
い
に
文
化
的
使
命
の
高
揚
と
そ
の
達
成
を
祈
念
し
た
。
さ
ら
に
当
代
吉
左
衛
門
男
は
昭

和
十
五
年
、
厳
父
の
豊
富
と
遺
志
を
顕
現
す
べ
く
、
こ
の
美
術
館
を
真
に
美
術
の
殿
堂
と

し
て
善
美
な
る
内
容
を
持
た
し
む
べ
く
、
こ
れ
に
魂
を
吹
き
込
む
意
味
か
ら
、
現
代
日
本

画
壇
の
巨
匠
に
嘱
し
て
各
自
後
世
に
残
る
べ
き
自
信
あ
り
う
作
品
を
新
し
く
制
作
っ
っ
し
、

こ
れ
を
大
阪
市
に
寄
贈
し
て
永
く
同
館
に
保
管
す
べ
く
所
期
し
、
画
家
の
選
定
を
そ
の
他

す
べ
て
の
企
画
な
ら
び
に
実
施
を
朝
日
新
聞
社
に
一
任
し
た
。

　

よ
っ
て
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
企
画
部
で
は
京
都
及
び
大
阪
の
日
本
画
壇
よ
り

　
　

  

石
崎
光
瑶
、
橋
本
関
雪
、
西
山
翠
嶂
、
堂
本
印
象
、
徳
岡
神
泉
、
小
野
竹
喬
、
金
嶋

桂
華
、
中
村
大
三
郎
、
中
村
貞
以
、
上
村
松
園
、
宇
田
荻
邨
、
矢
野
橋
村
、
山
口
華
楊
、

梥
本
一
洋
、
福
田
平
八
郎
、
榊
原
紫
峰
、
菊
池
契
月
、
北
野
恒
富
、
水
田
竹
圃
、
菅

楯
彦
（
い
ろ
は
順
）

　

の
二
十
氏
を
選
抜
し
、
こ
れ
に
そ
の
制
作
を
依
頼
し
た
。
諸
家
は
そ
の
重
大
な
る
意
義

に
か
ん
が
み
、
精
魂
を
こ
め
て
制
作
に
没
頭
、
や
う
や
く
昭
和
十
八
年
秋
に
至
っ
て
そ
の

完
成
を
見
た
。
よ
っ
て
朝
日
新
聞
社
で
は
こ
れ
を
大
阪
、
京
都
及
び
東
京
に
お
い
て
広
く

一
般
に
公
開
展
観
し
た
る
の
ち
、
一
括
し
て
大
阪
市
立
美
術
館
に
納
入
、
同
館
で
は
こ
れ

を
市
宝
と
し
て
永
く
秘
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
画
集
を
納
む
る
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち

こ
れ
で
あ
る
。

　
　

昭
和
十
九
年
一
月

図版⑲ 松　宇田荻邨

図版⑳ 山本元帥　中村大三郎
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〈
目
次
〉

原
色
版

一　
　

絶
澗
の
夕　
　
　
　
　

西
山
翠
嶂

二　
　

晩　
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村
松
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月

玻
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版

四　
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石
崎
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瑶
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雪
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菩
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本
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象
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鶴　
　
　
　
　
　

金
嶋
桂
華

一
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山
本
元
帥　
　
　
　
　

中
村
大
三
郎

一
一　

藝
能
譜　
　
　
　
　
　

中
村
貞
以

一
二　

松　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
荻
邨

一
三　

那
智
奉
拝　
　
　
　
　

矢
野
知
道
人

一
四　

風
の
柳　
　
　
　
　
　

山
口
華
楊

一
五　

出　

潮　
　
　
　
　
　

梥
本
一
洋

一
六　

山　

櫻　
　
　
　
　
　

福
田
平
八
郎

一
七　

朝　

靄　
　
　
　
　
　

榊
原
紫
峰

一
八　

夜　

櫻　
　
　
　
　
　

北
野
恒
富

一
九　

幽
谷
早
春　
　
　
　
　

水
田
竹
圃

二
〇　

敵
将
に
近
し　
　
　
　

菅　

楯
彦

〈
画
家
の
こ
と
ば
〉

絶
澗
の
夕
　
　
　
西
山
翠
嶂
（
図
版
③
）

　

寶
塚
よ
り
有
馬
へ
の
山
越
に
蓬
莱
仙
郷
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
奇
勝
の
在
る
こ
と
を
か
ね

て
聞
い
て
い
た
が
偶
然
そ
の
コ
ー
ス
を
た
ど
る
機
会
を
得
た
。
嶮
し
き
山
路
と
い
ふ
程
で

も
な
い
が
、
辿
り
行
く
う
ち
に
景
は
移
り
境
は
轉
じ
、
見
上
ぐ
る
對
壑
に
は
一
道
の
清
流

を
挟
ん
で
奇
峭
千
仞
の
長
壁
が
極
り
な
く
展
開
さ
れ
て
く
る
。
全
面
に
は
禿
げ
た
粘
土
質

の
丹
黄
土
色
を
帯
び
た
大
斧
壁
の
巨
巌
、
點
綴
す
る
陰
々
た
る
緑
樹
、
新
鮮
な
る
若
葉
の

目
覚
め
る
ば
か
り
の
美
し
い
色
、
清
谿
白
銀
の
流
れ
、
そ
れ
等
の
拝
見
を
な
し
て
磅
礴
せ

る
六
甲
山
一
帯
は
翠
壁
連
峰
重
畳
し
、
さ
な
が
ら
雄
偉
な
る
景
観
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

自
然
の
調
色
の
妙
と
渓
壑
の
奇
、
満
月
峡
中
沈
々
と
し
て
聲
な
き
神
秘
感
は
空
想
を
逞
し

う
す
る
に
餘
り
あ
り
、
只
恍
惚
と
し
て
我
を
忘
れ
て
こ
の
大
自
然
の
呼
吸
の
中
に
浸
る
こ

と
の
で
き
た
の
は
、
創
作
の
上
に
多
大
の
力
強
い
も
の
を
得
た
。
構
図
上
絶
澗
の
天
球
に

結
う
月
を
配
し
た
の
は
寂
莫
無
人
の
静
峡
へ
の
添
景
と
し
た
。

晩
秋
　
　
　
上
村
松
園
（
図
版
⑮
）

　

明
治
時
代
、
幼
少
の
こ
ろ
の
私
の
思
ひ
出
で
あ
る
。

　

秋
も
い
よ
〳
〵
深
み
母
は
そ
ろ
〳
〵
障
子
の
つ
く
ろ
ひ
を
や
る
と
き
、
私
は
よ
く
い
ろ

く
の
紙
型
を
切
ら
さ
れ
た
も
の
で
、母
は
そ
れ
を
丹
念
に
切
り
張
り
し
た
こ
と
が
ま
ざ
〳
〵

と
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
髷
も
そ
の
頃
の
流
行
で
あ
る
京
風
の
「
い
び
し
」
に
よ
く
結
っ

て
い
た
が
、
こ
の「
晩
秋
」は
當
時
の
な
つ
か
し
い
記
憶
を
た
ど
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

北
政
所
　
　
　
菊
池
契
月
（
図
版
⑪
）

　

関
西
邦
画
展
の
作
品
は
大
阪
市
立
美
術
館
に
保
存
さ
れ
る
と
い
ふ
の
で
、
大
阪
に
ち
な

ん
だ
も
の
を
描
く
べ
く
豊
公
か
北
政
所
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
が
豊
公
の
肖
像
画
は
な
く
、

わ
ず
か
に
京
都
高
臺
寺
に
法
衣
を
ま
と
ひ
頭
巾
を
か
む
っ
た
法
體
圖
の
北
政
所
の
繪
が
あ
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る
ば
か
り
で
こ
れ
と
て
も
頭
巾
に
顔
が
か
く
れ
て
い
る
の
で
、
特
徴
を
摑
み
得
な
か
っ
た
。

然
し
豊
満
な
、
非
常
に
穏
や
か
な
相
貌
で
要
す
る
に
来
た
政
所
は
そ
う
し
た
人
で
あ
り
、

ま
た
豊
公
の
波
瀾
に
富
ん
だ
生
涯
を
過
り
な
く
送
ら
せ
た
内
助
の
功
は
偉
大
で
あ
り
、
そ

の
聰
明
さ
を
表
面
に
現
は
さ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
人
の
よ
さ
が
感
じ
ら
れ
て
「
北

政
所
」
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

聖
苑
　
　
　
石
崎
光
瑶
（
図
版
②
）

　
　
　

久
か
た
の
雲
の
上
に
て
見
る
菊
は

　
　
　
　
　

天
津
星
と
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る　
　

敏
行

　
　
　

秋
風
の
吹
上
に
立
て
る
白
菊
は

　
　
　
　
　

花
あ
ら
ぬ
か
浪
の
よ
す
る
か　
　

官
公

　
　
　

君
が
住
む
や
と
の
坪
に
は
菊
そ
飾
る

　
　
　
　
　

仙
の
宮
と
い
ふ
へ
か
る
ら
ん　
　
　

西
行

　

等
し
く
是
等
皆
、
禁
庭
の
菊
を
詠
嘆
せ
し
も
の
、
遠
く
上
代
よ
り
、
雲
上
に
菊
を
愛
で

さ
せ
ら
れ
し
御
韻
事
を
窺
ふ
に
足
る
。
近
く
は
、
御
歴
代
此
花
の
頃
と
も
な
れ
ば
、
文
武

百
官
を
御
苑
内
に
召
さ
れ
、
頒
ち
讃
え
さ
せ
給
ふ
を
つ
ね
と
せ
ら
れ
た
が
、
此
御
盛
儀
も
、

大
東
亜
戦
争
勃
發
以
来
其
事
無
し
と
承
は
る
。
天
地
悉
く
清
澄
、
萬
衆
皆
静
粛
の
氣
に
満

つ
る
秋
の
最
中
、
禁
園
の
一
隅
に
今
も
咲
き
誇
る
此
花
、
獨
り
、
靜
か
に
芳
芬
を
漾
は
せ

る
こ
と
臑
ゝ
思
ふ
。
薫
風
の
頃
咲
き
出
づ
る
牡
丹
は
、
豊
麗
目
を
奪
ひ
、
げ
に
百
花
の
王

た
る
を
失
は
な
い
が
、
秋
霜
に
映
ゆ
る
菊
花
は
、
華
麗
を
超
え
て
其
氣
品
の
至
高
、
自
ら

身
に
迫
る
を
覺
え
る
。高
湿
の
御
紋
章
の
、此
の
花
よ
り
象
ら
れ
た
る
寔
に
故
な
し
と
な
い
。

　

年
々
歳
々
、
此
の
花
の
寫
生
に
私
は
幾
旬
を
過
す
を
例
と
す
る
。
此
作
隅
々
其
の
一
部

の
發
表
で
あ
る
。
拙
筆
こ
の
花
の
美
し
さ
を
把
ち
得
ず
、
徒
ら
に
冒
瀆
の
罪
を
重
ね
し
に

と
ゞ
ま
る
。
慚
愧
の
極
み
と
云
ふ
他
は
無
い
。

讃
光
　
　
　
橋
本
關
雪
（
図
版
⑭
）

　

燦
々
た
る
陽
光
を
浴
び
て
、鳥
は
空
に
歌
舞
し
、草
木
は
欣
欣
と
し
て
知
に
榮
え
て
居
る
。

　

  

戦
友
の
遺
靈
を
棟
に
屹
と
し
て
立
て
る
は
陸
戦
隊
員
、
遠
く
に
見
ゆ
る
は
コ
レ
ヒ
ド
ー

ル
要
塞
の
一
角
。
昭
和
十
八
年
八
月
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
を
訪
れ
た
る
時
の
感
激
を
象
徴

し
て
描
け
る
も
の
で
あ
る
。

如
意
輪
観
世
音
菩
薩
　
　
　
堂
本
印
象
（
図
版
⑧
）

　

如
意
輪
観
世
音
菩
薩
を
製
作
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
に
こ
の
機
會
を
得
た
の
で
、
拝

寫
し
た
の
で
す
が
、
表
現
し
て
見
る
と
思
ふ
よ
う
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

松
　
　
　
徳
岡
神
泉
（
図
版
⑬
）

　

こ
の
制
作
よ
り
約
一
年
前
洛
西
西
山
麓
の
赤
土
山
に
齋
松
の
並
立
せ
る
を
見
し
事
あ
り
。

　

朝
陽
を
受
け
畫
境
實
に
幽
玄
に
し
て
荘
嚴
の
深
さ
に
觸
れ
た
る
思
ひ
し
強
く
迫
力
に
打

た
れ
し
事
あ
り
。

　

こ
ゝ
に
取
材
の
因
は
こ
れ
が
畫
境
再
現
せ
ん
と
の
企
画
に
依
る
。

　

然
し
乍
ら
當
時
の
感
激
を
如
何
に
髣
髴
せ
ん
も
現
實
に
對
象
を
凝
視
し
求
む
る
も
、
制

作
に
對
し
て
精
神
や
態
度
が
ぢ
か
に
こ
ち
ら
へ
觸
れ
て
来
る
よ
う
な
純
粋
且
つ
、
端
的
に

表
現
は
容
易
で
な
く
、
制
作
過
程
の
内
に
段
取
り
の
苦
惱
が
重
く
沈
ん
で
精
神
の
在
虚
を

異
に
斯
く
難
解
の
凡
作
と
な
る
。

　

遺
憾
の
點
多
々
あ
り
と
は
云
へ
情
熱
的
試
練
の
作
と
思
ふ
。

新
冬
　
　
　
小
野
竹
喬
（
図
版
④
）

　

新
冬
圖
は
、
中
禪
寺
湖
畔
か
ら
徒
歩
で
日
光
驛
へ
下
る
坂
道
の
、
出
口
の
と
こ
ろ
か
ら

得
た
畫
材
で
あ
る
。

　

日
光
の
一
區
が
、
國
立
公
園
指
定
地
で
あ
る
と
云
ふ
景
勝
の
故
ば
か
り
で
な
く
、
西
日
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本
の
風
光
を
見
慣
れ
た
私
に
は
、
こ
の
旅
で
の
感
興
は
相
當
新
し
い
價
値
を
持
っ
た
。
十

月
下
旬
で
あ
っ
た
が
、
既
に
こ
の
あ
た
り
は
冬
の
景
色
で
、
僅
か
一
週
間
の
滞
在
中
に
降

雪
に
あ
ひ
、
防
寒
の
用
意
の
無
か
っ
た
私
は
、
帰
京
を
早
め
た
位
で
あ
っ
た
。

　

男
體
山
の
背
の
逼
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
右
に
見
下
す
一
望
の
景
色
が
圖
の
焦
點
で
、
枯

林
の
蕭
索
た
る
間
を
縫
ふ
て
展
望
す
る
山
容
の
な
だ
ら
か
な
線
、
枯
草
山
の
黄
な
色
、
赭

色
の
林
巒
な
ど
が
美
し
く
浮
き
出
て
い
た
。
日
差
し
の
か
關
係
か
、
山
の
中
腹
か
ら
下
部

は
深
い
陰
影
に
隈
ど
ら
れ
て
圖
の
構
成
の
變
化
を
助
け
て
く
れ
る
。
畫
圖
の
興
味
は
そ
う

し
た
も
の
ゝ
織
り
成
す
重
厚
な
美
し
さ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

眞
鶴
　
　
　
金
嶋
桂
華
（
図
版
⑤
）

　

北
國
の
天
地
を
想
像
し
て
、
静
寂
と
か
崇
嚴
と
か
の
氣
持
で
天
地
を
畫
き
度
い
。
そ
し

て
そ
う
い
ふ
處
に
棲
息
す
る
眞
鶴
を
描
き
た
く
、
た
ま
た
ま
群
生
の
眞
鶴
を
見
る
機
會
が

あ
っ
た
の
で
描
い
た
。
霜
の
朝
の
よ
う
な
感
じ
で
作
畫
し
た
。

山
本
元
帥
　
　
　
中
村
大
三
郎
（
図
版
⑳
）

　

山
本
元
帥
が
戰
死
さ
れ
た
の
を
始
め
て
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
瞬
間
、
元
帥
像
を
描
く
こ
と

を
念
願
し
た
。

か
う
し
た
作
畫
の
動
機
は
今
迄
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。

爾
来
、
當
時
未
だ
病
氣
の
全
く
癒
え
な
い
中
を
押
し
て
準
備
に
か
ゝ
つ
た
。

完
成
後
、
元
帥
の
御
遺
族
を
東
京
に
御
訪
ね
し
、
親
し
く
御
靈
前
に
額
づ
き
得
た
こ
と
は
、

何
か
此
作
品
の
終
り
を
完
う
す
る
こ
と
が
出
来
た
感
を
深
く
し
た
。

　

色
々
の
意
味
に
於
い
て
此
作
品
は
感
慨
の
深
い
も
の
が
あ
る
。

藝
能
譜
　
　
　
中
村
貞
以
（
図
版
①
）

　

私
達
藝
學
人
は
總
て
を
わ
す
れ
た
か
つ
た
。
そ
の
氣
持
が
私
に
こ
の
繪
を
描
く
動
機
を

與
へ
て
く
れ
た
。「
今
日
の
時
代
を
残
す
」
と
云
ふ
趣
旨
に
應
え
て
、
色
感
等
は
當
期
の
既

に
不
自
由
に
な
ら
ん
と
し
つ
ゝ
あ
つ
た
。
そ
し
て
單
純
化
さ
れ
つ
ゝ
あ
つ
た
色
感
、
或
い

は
模
様
等
を
取
り
入
れ
て
見
た
。
人
物
の
顔
形
の
感
じ
は
大
體
の
涌
等
を
参
考
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

松
　
　
　
宇
田
荻
邨
（
図
版
⑲
）

　

松
は
常
盤
木
で
も
あ
り
、
櫻
と
共
に
日
本
の
代
表
的
な
樹
木
で
あ
る
。
し
か
も
慶
事
を

表
徴
す
る
も
の
と
し
て
日
本
民
族
に
は
必
要
け
缺
く
べ
か
ら
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
松
を
畫
材
と
し
た
の
は
、
海
濱
の
松
林
に
明
方
の
朝
日
が
ほ
の
か
に
出
た
と
こ
ろ

を
表
現
し
よ
う
と
思
つ
た
。
私
と
し
て
は
幹
に
し
て
も
葉
に
し
て
も
丹
精
的
に
仕
上
げ
よ

う
と
努
力
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
充
分
意
圖
を
果
し
得
な
か
つ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

那
智
奉
拝
　
　
　
矢
野
知
道
人
（
図
版
⑱
）

那
智
御
瀧
、
飛
瀧
神
社
は
爲
醫
藥
禁
厭
の
神
と
し
て
御
神
徳
頗
る
厚
く
、
大
巳
貴
樽
尊
を

御
祭
鎭
、
古
來
延
命
長
壽
の
守
護
神
と
し
て
尊
信
を
集
め
て
居
る
。

　

口
傳
す
る
所
に
依
る
と
神
武
御
東
征
の
際
此
の
飛
瀧
神
社
に
御
武
運
の
長
久
を
御
祈
願

遊
ば
さ
れ
た
よ
し
。

　

大
東
亜
戰
争
愈
々
苛
烈
を
極
め
つ
ゝ
あ
る
折
柄
、
此
の
那
智
御
瀧
に
参
拝
必
捷
を
祈
念

し
て
、
作
為
の
動
く
に
任
せ
て
「
那
智
奉
拝
」
の
圖
を
制
作
し
た
の
で
あ
る
。

風
の
柳
　
　
　
山
口
華
楊
（
図
版
⑯
）

　

柳
、
そ
れ
は
自
分
の
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
家
の
前
に
相
當
大
き
い
柳
の
木
が
あ
つ
た
。

暑
中
休
暇
も
終
り
に
近
い
頃
に
な
る
と
、
嵐
の
季
節
に
な
り
、
勉
強
部
屋
の
小
さ
な
窓
に

魔
物
の
様
な
姿
を
風
の
吹
く
毎
に
の
ぞ
か
せ
て
居
た
。

　

風
の
柳
の
構
想
は
そ
ん
な
頃
か
ら
の
印
象
が
役
立
つ
て
い
る
。
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強
い
嵐
に
其
の
細
い
枝
を
な
び
か
せ
な
が
ら
力
強
く
耐
え
抜
く
力
、
靡
き
は
ね
返
す
小

枝
の
彈
力
性
の
あ
る
線
、
銀
色
の
裏
葉
の
リ
ズ
ム
の
美
し
さ
、
等
々
、
さ
て
は
颱
風
一
過

の
後
の
雲
間
に
思
い
が
け
ず
三
日
月
の
靜
け
さ
を
見
出
し
た
時
の
夕
べ
の
喜
び
等
を
一
作

に
ま
と
め
上
げ
て
描
い
て
見
た
い
と
思
つ
た
の
で
あ
る
。

出
潮
　
　
　
梥
本
一
洋
（
図
版
⑰
）

源
實
朝
の

大
海
の
磯
も
と
ゞ
ろ
に
よ
す
る
波

　
　

わ
れ
て
く
だ
け
て
さ
け
て
ち
る
か
も

　

こ
の
歌
か
ら
、
海
の
泡
立
つ
波
、
荒
天
の
出
潮
を
描
い
て
み
た
く
、
紀
州
の
潮
岬
、
丹

後
の
間
人
の
濱
な
ど
波
の
荒
い
處
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
海
底
ま
で
泡
立
つ
有
様
、
波
の

動
き
、
波
の
色
、
強
く
打
つ
波
、
や
は
ら
か
に
引
く
波
、
金
色
に
濡
れ
光
る
巨
巖
、
潮
煙

の
あ
な
た
に
か
ゝ
る
細
月
の
ま
た
ゝ
き
等
を
悠
久
に
ゆ
る
が
ぬ
姿
と
し
て
る
こ
の
「
出
潮
」

を
描
い
て
み
ま
し
た
。
古
畫
も
色
々
見
ま
し
た
。
そ
し
て
驚
い
た
の
は
光
琳
の
水
に
對
す

る
研
究
の
深
い
こ
と
で
し
た
。
靜
か
な
水
も
大
海
の
巨
浪
の
姿
に
も
心
ゆ
く
ば
か
り
自
分

の
も
の
に
な
し
切
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
あ
の
美
し
い
線
の
う
ち
に
し
つ
か
り
と
把
握

し
て
、
し
か
も
畫
格
も
高
く
豊
か
に
樂
死
ん
で
描
き
こ
な
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
今
更

な
が
ら
そ
の
非
凡
さ
を
感
心
し
ま
し
た
。

　

私
の
「
出
潮
」
は
大
和
繪
の
も
つ
民
族
的
な
古
格
の
う
ち
に
動
き
を
求
め
た
の
で
し
た

が
…
…
。

山
櫻
　
　
　
福
田
平
八
郎
（
図
版
⑦
）

　

取
材
を
山
櫻
に
求
め
、
四
月
中
旬
頃
か
ら
山
櫻
の
寫
生
を
始
め
た
。
花
が
す
ん
だ
頃
か

ら
八
重
山
吹
を
加
へ
た
い
と
思
つ
た
が
眞
盛
り
を
過
ぎ
て
い
た
の
で
、
急
ぎ
宇
治
、
井
手

の
玉
川
、
嵐
山
方
面
を
廻
つ
た
が
、
既
に
遅
く
、
最
後
に
大
原
へ
行
っ
て
漸
く
捉
へ
る
こ

と
が
出
来
た
。
五
月
中
旬
い
ろ
〳
〵
と
構
想
を
練
っ
た
結
果
、
花
を
断
念
し
て
太
い
櫻
の

幹
三
本
に
新
芽
を
配
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
然
し
櫻
花
の
寫
生
に
没
頭
し
て
い
た
ゝ
め
、

新
芽
の
寫
生
に
不
足
を
感
じ
、
京
洛
は
も
と
よ
り
、
高
野
山
、
日
光
、
中
禅
寺
湖
湖
畔
、

越
後
赤
倉
の
各
方
面
に
新
芽
を
求
め
た
が
得
ら
れ
ず
、
軽
井
澤
、
小
諸
附
近
に
引
返
し
て
、

辛
く
も
自
分
の
求
め
て
い
た
も
の
に
出
會
っ
た
。
三
本
の
櫻
の
幹
は
平
安
神
宮
の
神
苑
の

も
の
で
あ
る
。
愈
々
制
作
に
着
手
し
た
が
、
失
敗
を
重
ね
る
こ
と
八
回
、
一
時
は
斷
念
し

た
が
、
再
起
奮
闘
の
結
果
遂
に
完
成
を
見
た
の
が
こ
の
作
品
な
の
で
あ
る
。
失
敗
の
原
因

を
探
求
し
て
見
る
と
、
あ
ま
り
に
も
主
観
的
に
考
へ
す
ぎ
た
の
が
い
け
な
か
つ
た
の
で
、

む
し
ろ
勇
敢
に
寫
實
で
進
め
ば
よ
か
つ
た
と
思
は
れ
る
。
然
し
こ
の
失
敗
の
連
續
こ
そ
修

行
の
一
つ
で
あ
り
、
ず
い
ぶ
ん
よ
い
勉
強
に
な
つ
た
こ
と
を
今
で
は
感
謝
し
て
い
る
。

朝
靄
　
　
　
榊
原
紫
峰
（
図
版
⑨
）

　

鹿
の
顏
や
表
情
や
總
て
の
動
作
は
、
憎
め
な
い
。
性
格
の
清
ら
か
な
動
物
で
あ
る
。
鹿

の
親
子
は
仲
良
く
茫
の
野
原
で
徹
夜
し
て
、
夜
が
明
け
て
朝
露
を
食
つ
た
り
し
て
非
常
に

屈
託
の
な
い
自
然
の
生
活
を
現
は
し
て
い
る
。
こ
の
自
然
の
姿
に
は
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。

そ
の
棲
態
は
ま
こ
と
に
淸
め
ら
れ
る
思
ひ
が
し
て
、
却
つ
て
動
物
の
性
格
に
教
へ
ら
れ
る

よ
う
な
場
合
が
多
い
。
か
う
し
た
氣
持
を
幽
玄
な
中
に
か
も
し
出
し
た
か
つ
た
が
、
な
か

〳
〵
思
は
し
く
表
現
で
き
な
か
つ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

夜
櫻
　
　
　
北
野
恒
富
（
図
版
⑥
）

　

ズ
ツ
と
以
前
、も
う
そ
の
年
月
も
記
憶
に
な
い
が
、三
四
の
友
人
と
共
に
保
津
川
を
下
り
、

夜
は
嵐
山
に
一
泊
し
て
張
る
の
一
夜
を
樂
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
夜
の
、
夜
櫻
の
思
ひ

出
が
、
こ
の
作
品
を
物
せ
し
め
た
主
な
動
機
と
云
へ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
う
し
た
思
ひ
出
に
か
て
ゝ
加
へ
て
、
京
の
舞
妓
も
時
局
の
流
れ
に
添
ふ
て
な
く
な
る

さ
う
な
、
と
そ
ん
な
噂
を
聞
か
さ
れ
、
一
筋
に
惜
別
の
筆
が
動
い
た
と
云
へ
る
か
も
知
れ
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な
い
。

幽
谷
早
春
　
　
　
水
田
竹
圃
（
図
版
⑫
）

　

生
來
梅
花
を
愛
す
る
私
は
、
峰
蜜
の
如
く
、
春
に
な
れ
ば
梅
花
を
尋
ね
て
各
處
を
徘
徊

す
る
癖
が
あ
る
。
一
望
千
里
氳
氳
た
る
梅
樹
の
間
を
逍
遙
す
る
時
、
心
身
共
に
蕭
然
と
し

て
歸
り
を
忘
れ
る
こ
と
が
多
い
。
然
し
最
も
心
を
動
か
す
も
の
は
、
此
の
千
萬
樹
の
梅
花

よ
り
も
、
只
三
兩
枝
の
老
梅
が
幽
谷
の
淸
泉
に
横
斜
す
る
姿
で
あ
る
。
寒
風
を
凌
ぎ
霜
雪

に
屈
せ
ず
。
嚴
然
と
し
て
獨
立
す
る
富
士
の
如
き
姿
こ
そ
梅
花
の
眞
精
神
で
あ
る
と
思
ふ
。

私
は
そ
れ
が
畫
き
た
か
つ
た
の
で
あ
る
。

敵
將
に
近
し
　
　
　
菅
　
楯
彥
（
図
版
⑩
）

　

私
の
祖
父
は
、
筑
後
川
の
傍
に
生
れ
日
田
の
淡
窓
塾
に
學
ん
で
い
た
折
に
、
し
ば
し
ば

こ
の
河
畔
に
行
き
菊
池
公
の
古
戦
場
を
徘
徊
し
、
史
を
讀
み
地
を
踏
ん
で
憬
慕
措
く
能
は

ず
、
ま
た
自
家
に
菊
池
槍
二
、
三
を
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。

　

私
も
こ
れ
ら
に
刺
激
せ
ら
れ
て
、
豫
て
よ
り
菊
池
武
士
の
勇
姿
を
描
き
瀧
と
念
願
し
て

い
た
。
此
圖
も
何
れ
の
戰
と
い
ふ
こ
と
で
な
く
、
菊
池
千
本
槍
と
い
ふ
傳
説
に
據
り
、
三

軍
既
に
調
ひ
敵
の
來
攻
を
機
に
反
つ
て
我
よ
り
出
撃
せ
ん
と
滿
を
持
し
て
將
に
發
せ
ん
と

す
る
状
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。


